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は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
の
国
制
発
展
に
お
け
る
領
邦
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
疑
い
を
見
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
以

来
の
、
中
世
後
期
お
よ
び
近
世
の
帝
国
史
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
国
制
史
を
考
え
る
場
合
、
領
邦
は
や
は
り
無

視
で
き
な
い
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

中
世
以
来
の
領
邦
の
特
質
を
考
え
る
う
え
で
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
『
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ（

１
）ト

』
が
研
究
史
上
画
期
的
意
義
を

持
っ
た
こ
と
は
、
既
に
我
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
領
邦
君
主
の
有
す
る
支
配
権
に
で
は
な
く
、
君
主
と
諸
身
分
（
と
り
わ
け
領
邦

貴
族
）
を
と
も
に
含
む
法
・
平
和
共
同
体
に
領
邦
（
ラ
ン
ト
）
の
本
質
を
見
る
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
領
邦
理
解
は
、
近
代
国
家
と
鋭
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
な
す
領
邦
の
重
要
な
特
徴
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、中
世
・
近
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
の
多
様
性
を
も
背
景
と
し
て
、

ブ
ル
ン
ナ
ー
説
に
対
し
て
も
、
そ
の
後
多
く
の
疑
問
・
批
判
が
呈
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ（

２
）る

。
近
年
ま
で

の
研
究
の
進
展
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
形
成
と
発
展
の
著
し
い
多
様
性
を
、
ま
す
ま
す
強
く
印
象
づ
け
て
い
る
。
領
邦
に
関
し
て
、「
典

型
例
」
は
存
在
し
な
い
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
で
あ（

３
）る

。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
う
け
て
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
西
部
に
お
け
る
領
邦
形
成
の
例
と
し
て
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
（
プ
フ
ァ
ル（

４
）ツ

）
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を
取
り
上
げ
て
、
先
行
研
究
お
よ
び
基
本
史
料
に
よ
り
つ
つ
、
そ
の
像
を
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ（

５
）る

。
ド
イ
ツ
西
部
で
多
く
見
ら
れ

た
、
近
隣
の
領
邦
・
小
貴
族
・
都
市
が
錯
綜
す
る
中
で
の
領
邦
形
成
に
お
い
て
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
検
討
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

な
ど
の
比
較
的
完
結
的
な
大
領
邦
と
は
異
な
り
、
何
ら
か
の
領
域
的
枠
組
み
が
先
行
す
る
の
で
は
な
く
、
領
邦
君
主
の
活
動
に
よ
っ
て
個
々

の
権
利
が
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
と
し
て
領
邦
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ（

６
）る

。
従
来
、
我
が
国
の
領
邦
史
研
究

が
ド
イ
ツ
東
部
の
大
領
邦
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
き
た
の
に
対
し（

７
）て

、
ド
イ
ツ
西
部
の
領（

８
）邦

の
中
で
も
政
治
的
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た

領
邦
の
一
つ
で
あ
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
の
形
成
史
を
描
く
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
国
制
史
に
お
け
る
領
邦
発
展
の
幅
の
広
さ
を
重
要
な
具
体
的
事

例
の
提
示
を
伴
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
中
世
後
期
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
軍
制
史
を
扱
っ
た
皆
川
卓
氏
の

論
考
に
お
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る（

９
）が

、
本
稿
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
支
配
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
諸
相
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
像
を
得
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
も
と
で
の
領
邦
形
成
に
は
更
に
、
ド
イ
ツ
西
部
に
お
け
る
領
邦
発
展
一
般
に
尽
き
な
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
支
配
は
、
王
権
お
よ
び
帝
国
国
制
と
の
非
常
に
密
接
な
関
係
を
伴
っ
て
進
展
し
た
。
そ
の
支
配
形
成
は
、
ラ
イ
ン
宮

中
伯
が
帝
国
国
制
に
お
い
て
占
め
て
い
た
特
殊
な
地
位
と
、
そ
れ
に
伴
う
王
権
へ
の
近
さ
に
、
重
要
な
部
分
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
特
質
と
も
関
連
し
て
、
第
二
に
、
中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
狭
義
の
領
邦
支
配
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
西
部
の
中
ラ
イ
ン
・
上

ラ
イ
ン
地
方
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
主
張
し
、
自
己
の
領
邦
を
越
え
て
広
い
範
囲
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、

中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
地
方
秩
序
の
成
熟
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
間
領
邦
的
シ
ス

テ
（
（1
（

ム
と
も
言
う
べ
き
こ
の
部
分
を
も
あ
わ
せ
て
考
慮
し
て
、
領
邦
支
配
展
開
の
よ
り
広
い
文
脈
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。

　

更
に
、
ド
イ
ツ
学
界
に
お
け
る
研
究
関
心
の
移
動
を
反
映
し
て
、
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、
最
近
の
「
文
化
史
的
」
な
領
邦
研
究
の
成

果
も
ま
た
、
関
係
す
る
局
面
で
参
照
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（１）

北法64（3・75）785

一
．
中
世
後
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
政
治
史

　

以
下
の
行
論
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
中
世
後
期
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
政
治
史
の
流
れ
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ

（
（1
（

う
。

　

元
来
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
宮
中
伯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ル
ン
大
司
教
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
な
ど
と
の
勢
力
争
い

の
過
程
で
、
中
世
中
期
の
間
に
宮
中
伯
は
下
ラ
イ
ン
・
モ
ー
ゼ
ル
方
面
の
所
領
と
権
利
を
次
第
に
失
っ
て
、
ラ
イ
ン
中
流
・
ネ
ッ
カ
ー
下
流

地
域
に
支
配
の
中
心
を
移
し
て
い
き
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハBacharach

、
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey

、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
トN

eustadt

、
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
クH

eidelberg

な
ど
を
主
な
拠
点
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
二
一
四
年
に
、シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
の
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
は
、ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
地
位
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
一
世
に
授
与
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
は
既
に
一
二
世
紀
末
以
来
バ
イ
エ
ル
ン
公
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
に
よ
り
約
一
〇
〇
年
の
間
、

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
地
位
と
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
地
位
が
結
び
付
く
こ
と
と
な
っ

（
（1
（

た
。
そ
の
際
、
一
三
世
紀
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
君
主

た
ち
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
点
で
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
副
次
的
領
邦N

ebenland

で
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
前
半
に

も
支
配
権
の
集
積
が
進
め
ら
れ
た
が
、
宮
中
伯
た
ち
は
、
と
り
わ
け
帝
国
修
道
院
ロ
ル
シ
ュLorsch

の
所
領
お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
を
め

ぐ
っ
て
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
対
立
し
た
。
こ
の
争
い
は
、
中
世
後
期
ま
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
マ
イ
ン
ツ
の
領
邦
政
治
上
の
対
立
関
係
を
規

定
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
の
子
オ
ッ
ト
ー
二
世
の
死
後
、
一
二
五
五
年
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
所
領
は
分
割
さ
れ
、
オ
ッ
ト
ー
二
世
の

子
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
が
上
バ
イ
エ
ル
ン
と
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
を
、
そ
の
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
下
バ
イ
エ
ル
ン
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
子
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、後
者
の
成
人
後
い
っ
た
ん
は
父
が
遺
し
た
所
領
を
共
同
統
治
す
る
が
、

両
者
の
関
係
は
安
定
せ
ず
、
繰
り
返
し
不
和
に
陥
っ
た
。
特
に
、
一
三
一
四
年
の
国
王
選
挙
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
国
王
（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
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中世後期ライン宮中伯の系図
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u. a. 1988, S.223f. の系図をもとに作成。
太字は宮中伯領の統治者を示す。
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世
）
に
選
出
さ
れ
た
際
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
兄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
と
な
っ
た
ハ
ー
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
国
王
選
出
に
参
加
し
た
。
そ
れ
に
続
く
王
位
争
い
の
中
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
所
領
の

大
半
を
支
配
下
に
置
い
た
が
、
一
三
一
九
年
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
死
ん
だ
後
も
、
そ
の
寡
婦
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
（
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ

ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
の
娘
）
と
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
子
ら
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
対
す
る
抵
抗
を
続
け
た
。

　

こ
の
対
立
は
、一
三
二
九
年
、ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
イ
タ
リ
ア
遠
征
中
に
パ
ヴ
ィ
ア
で
結
ば
れ
た
協
定（
パ
ヴ
ィ
ア
のH

ausvertrag

）に
よ
っ

て
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
そ
の
子
ら
は
上
バ
イ
エ
ル
ン
を
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
子
孫
は
ラ
イ
ン

宮
中
伯
領
を
得
た
。
な
お
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
ノ
ル
ト
ガ
ウN

ordgau

北
部
（
後
に
上
プ
フ
ァ
ル
ツO

berpfalz

と
呼

ば
れ
る
地
方
）
も
ル
ー
ド
ル
フ
系
統
に
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
こ
こ
は
ラ
イ
ン
地
方
と
は
別
の
地
方
政
治
的
環
境
に
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お

け
る
検
討
か
ら
は
基
本
的
に
除
外
す
る
こ
と
と
す

（
（1
（

る
。
し
か
し
、
ノ
ル
ト
ガ
ウ
の
一
部
が
常
に
ル
ー
ド
ル
フ
系
の
支
配
下
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
ル
ー
ド
ル
フ
系
の
君
主
達
は
、
証
書
な
ど
で
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
タ
イ
ト
ル
に
続
い
て
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
タ
イ
ト
ル
を
も
掲

げ
続
け
た
。
例
え
ば
、
一
五
世
紀
前
半
の
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
も
、
な
お
み
ず
か
ら
を
「
バ
イ
エ
ル
ン
家H

aus Bayern

」
の
一

員
と
し
て
意
識
し
て
い
た
の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
子
の
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
、
お
よ
び
早
逝
し
た
ア
ー
ド
ル
フ
の
子
（
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
ら
に

と
っ
て
は
甥
に
あ
た
る
）
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
、
当
初
共
同
統
治
を
試
み
た
が
、
一
三
三
八
年
に
や
は
り
所
領
を
分
割
す
る
に
至
る
。
し

か
し
、
彼
ら
の
中
で
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
、
実
際
に
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
政
策
を
主
導
し

（
（1
（

た
。
彼
と
カ
ー
ル
四
世
と
の
関
係
に
は
曲
折
が

あ
っ
た

（
（1
（

が
、
彼
の
も
と
で
、
国
王
領
の
質
入
れ
や
他
の
貴
族
か
ら
の
所
領
購
入
な
ど
を
通
じ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
は
拡
大
・
強
化
さ
れ

て
い
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
一
三
九
〇
年
に
死
ん
だ
後
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
が
そ
の
政
策
を
継
続
し
た
。

　

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
が
一
三
九
九
年
に
死
ん
だ
後
、
そ
の
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
は
、
一
四
〇
〇
年
に
ラ
イ
ン
の
大
司
教
た
ち
と
と
も
に



論　　　説

北法64（3・78）788

プファルツ領邦の発展（1329 － 1410 年）
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u. a. 1988, S.105 の地図をもとに作成。
なお、プファルツ以外の勢力圏は概略の位置を示す（以下の
地図でも同様）。

0 50km

1329年の時点でのプファルツ領
質入れされた国王領（国王ループレヒト治世に獲得されたものはRで表示）
その他のライヒからの獲得
他の領邦からの獲得
共同支配地

すぐに失われた所領は省略

Kaub

Simmern

Bacharach

Ingelheim

Oppenheim

Otzburg

Umstadt

Odernheim

Main

Mainz

Lindenfels

Aizey

Bolanden

Kaiserslautern

Speyer
R

hein Weinheim

Neustadt

Germersheim

Ladenburg

Heidelberg

Sinsheim

Falkenburg Annweiler

Eberbach

Neckargemund

Guttenburg
Wegelnburg

Weissenburg Bretten Maulbronn

Mosbach

Löwenstein

Wildberg

En
z

Lützelstein

Rosheim

Oberehnheim
Offenburg

Landvogtei

Hagenau

Landvogtei
Elsaß

Schlettstadt

Ⅲ

Colmar

Kaysersberg

Rh
ein

Mülhausen

Ortenau
Neckar

Zweibrücken

R R R

R

R

R

R

R

R

R

R

Straßburg

ライ
ニン
ゲン
伯領

シュポンハイム伯 領

ト
リ
ー
ア
大
司
教
領

ヴィルトグラーフ領

フェルデンツ伯領

カ ッ ツ ェ ン エルンボー
ゲ
ン
伯
領

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
領

エ
ア
バ
ッ
ハ
領

シュパイアー
司教領

クライヒガウ

ヴュルテンベルク伯領

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
領

フレッケンシュタイン領
リヒテンベルク領

ハープスブルク家領

Worms ヴォルムス
司教領

マインツ大司教領
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国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
を
廃
位
し
、
み
ず
か
ら
国
王
に
選
ば
れ

（
（1
（

た
。
彼
が
一
四
一
〇
年
に
死
ぬ
ま
で
の
一
〇
年
間
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
君
主
が
ド

イ
ツ
の
国
王
と
な
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
国
王
統
治
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
の
王
権
の
基
盤
と
し
て
の
狭
隘
さ
や
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と

の
伝
統
的
な
領
邦
政
治
上
の
対
立
な
ど
に
妨
げ
ら
れ
て
、
多
く
の
限
界
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
国
王
の
も
と
で
プ

フ
ァ
ル
ツ
は
、
エ
ル
ザ
ス
の
帝
国
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
な
ど
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
を
中
心
に
多
く
の
国
王
領
の
質
入
れ
を
得
て
、

上
ラ
イ
ン
方
面
で
支
配
を
更
に
拡
大
し
た
。

　

国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
死
後
、
そ
の
遺
言
に
従
い
、
一
四
一
〇
年
に
改
め
て
所
領
の
分
割
が
行
わ
れ
た
。
宮
中
伯
支
配
の
中
核
部
分
で
、

後
述
の
よ
う
に
不
可
分
と
定
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
るK

urpräzipuum

と
、
直
近
の
国
王
領
質
入
れ
な
ど
は
、
最
年
長
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三

世
が
継
承
し
た
。
一
方
、
そ
の
弟
ヨ
ハ
ン
は
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
な
ど
を
（
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ノ
イ
マ
ル
ク
トPfalz-N

eum
arkt

系
）、
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
は
ジ
ン
メ
ル
ンSim

m
ern

な
ど
の
地
点
と
ラ
イ
ン
左
岸
の
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ンZw

eibrücken

伯
領
へ
の
期
待
権
な
ど
を
（
プ

フ
ァ
ル
ツ
・
ジ
ン
メ
ル
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン

（
（1
（

系
）、
オ
ッ
ト
ー
は
ネ
ッ
カ
ー
流
域
の
モ
ス
バ
ッ
ハM

osbach

な
ど
を
（
プ
フ
ァ
ル

ツ
・
モ
ス
バ
ッ
ハ
系
）
得
た
。
一
四
世
紀
の
所
領
分
割
に
比
し
て
、
こ
の
分
割
は
持
続
的
な
影
響
を
残
し
、
全
体
と
し
て
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

勢
力
は
や
や
弱
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

（
（1
（

た
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
も
、
帝
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
上
（
例
え
ば
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
公
会
議
な
ど
で
）
重
要
な
役
割
を
果
た
し

つ
（
（2
（

つ
、
領
邦
支
配
の
拡
大
に
も
つ
と
め
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
支
配
拡
大
に
と
っ
て
、
国
王
領
の
質
入
れ
が
非
常
に
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
ラ
イ
ン
地
方
や
エ
ル
ザ
ス
の
国
王
領
は
大
半
が
質
入
れ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
以
後
は

地
方
の
競
争
相
手
、
特
に
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
の
競
合
が
一
層
激
し
く
な
っ
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
一
四
二
〇
年
代

末
以
降
、
病
気
の
た
め
次
第
に
統
治
能
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　

一
四
三
六
年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
が
死
ぬ
と
、
そ
の
弟
で
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
モ
ス
バ
ッ
ハ
系
の
オ
ッ
ト
ー
が
、
年
若
い
甥
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
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1410 年の所領分割
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u. a. 1988, S.147 の地図をもとに作成。

0 50km

所領分割からの取り分
国王領の質入れ（非分割）
 
シュテファンの相続分（プファルツ・ジンメルン・ツヴァイブリュッケン）
オットーの相続分（プファルツ・モスバッハ）
共同支配地（プファルツ以外の共有者が存する場合はKで表示）
 
アムト都市
部分的にプファルツ支配下にあった都市
プファルツ保護下の修道院

ルートヴィヒ３世の相続分

Waldeck

Bacharach
Kaub

Simmern Stromberg

Rockenhausen
Bolanden

Alzey

Oppenheim

Lindenfels

Umstadt

Otzberg

Frankenthal

Mannheim

Kaiserslautern

Neuenstadt

Billigheim

Germersheim

Heidelberg Dilsberg

Wiesloch
Zweibrücken

Kirkel

Lützelstein

Hagenbach Bretten

Löwenstein

Mosbach

Eberbach

Wildberg

Einarzhausen

Maursmünster

Mülhausen

Stein

Weißenburg

Selz

Straßburg

Hagenau

Landvogtei
Elsaß

Landvogtei
Elsaß

Barr

Rosheim

Oberehnheim

Schlettstadt

Colmar

Landvogtei
Ortenau

K

K

K
K

K

K

Kaysersberg

Zell

Gengenbach

Offenburg

Kurpräzipuum

Wegeln-
burg Maulbronn

ト リ ー ア 大 司 教 領

マ
イ

ン
ツ
大
司
教
領

カ
ッツェンエルン

ボ

ー
ゲ
ン
伯
領

エ
ア
バ
ッ
ハ
領

シュポンハイム伯領ヴィルトグラーフ領

フェルデンツ伯領

マインツ大司教領

Worms

ライニンゲン伯領

ヴォルムス
司教領

Speyer

シュパイアー
司教領 クライヒガウ

ヴュルテンベルク伯領

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
領

フレッケンシュタイン領

リヒテンベルク領

ハープスブルク家領

Mainz



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（１）
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宮中伯フリードリヒ１世およびフィリップのもとでの
プファルツ領邦の発展（1449 － 1500 年）

Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u. a. 1988, S.188 の地図をもとに作成。

0 50km

1449年の時点でのプファルツ領

その後1500年までに失われた所領

1500年までの獲得

1449－1500年に一たん獲得されたが、
再び失われた所領
1499年にプファルツ本家に復帰した
プファルツ･モスバッハの遺領

共同支配地

Waldeck

Bacharach

Kaub

Stromberg
Kirchberg

Naumburg Böckel-
heim

Rockenhausen

Alzey

Oppenheim

Mainz

Stein

Umstadt

Olzberg

Lindenfels

Mosbach

Rotenberg

Germersheim

Bretten

Besigheim

Neustadt
MöckmühlDilsberg

Ladenburg

Starkenburg

Heidelberg
Kaiserslautern

Wolfstein

Frankenthal

Kreuznach

Neuenstadt

Dahn
Billigheim

LöwensteinWegelnburg

Einarzhausen

Maursmünster

Lützelstein

Landvogtei
Elsaß

Landvogtei
Ortenau

Beinheim

Weißenburg Hagenbach
Altenstadt

Selz
Hagenau

Barr

Maulbronn

Rosheim

Oberehnheim
Offenburg

Zell
Gengenbach

Schlettstadt

Kaysersberg

Colmar

Landvogtei
Elsaß

ハープスブルク家領

Straßburg

Speyer

ト リ ー ア 大 司 教 領

シュポンハイム伯領

マインツ大司教領

ライニンゲン伯領

シュパイアー
司教領

クライヒガウ

ヴュルテンベルク伯領

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
領

フレッケンシュタイン領
リヒテンベルク領

エアバッハ領

マ
イ

ン

ツ
大
司
教

領

カ ッ ツ ェ ン エ ル ン ボ ー

ゲ
ン
伯
領

Ingelheimer Grund

Weinsberg

Mülhausen

ヴォルムス
司教領

Worms
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ヒ
四
世
の
た
め
に
後
見
人
を
つ
と
め
た
。
一
四
四
二
年
に
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
が
成
年
に
達
し
て
統
治
を
開
始
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
侵

入
し
た
「
ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
」
傭
兵
団
の
撃
退
な
ど
に
つ
と
め
た
が
、
早
く
も
一
四
四
九
年
に
死
去
し
た
。

　

こ
の
と
き
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
遺
児
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
わ
ず
か
一
歳
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
弟
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一

世
が
統
治
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
っ

（
（2
（

た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
に
は
、
元
来
独
自
の
所
領
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
は
み
ず
か
ら
の

諸
侯
領
を
創
設
す
る
道
を
選
ば
ず
、
一
四
五
一
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
養
子
と
し
、
み
ず
か
ら
プ
フ
ァ
ル
ツ
本
領
の
支
配
者
と
な
っ
た
。
そ
の

際
彼
は
、生
涯
結
婚
せ
ず
自
分
の
死
後
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
支
配
権
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。（
も
っ
と
も
、後
述
の
よ
う
に
、フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
は
後
に
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
女
性
ク
ラ
ラ
・
ト
ッ
ト
（
デ
ッ
ト
）Clara T

ott (D
ett) 

と
の
内
縁
関
係
を
正
式
の
結
婚
と
し
、
そ
の

子
ら
に
は
い
く
ら
か
の
所
領
が
与
え
ら
れ
た
）。
こ
の
異
例
の
措
置
は
、
教
皇
や
他
の
選
挙
侯
か
ら
は
承
認
さ
れ
た
が
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
三
世
の
承
認
を
得
ら
れ
ず
、
皇
帝
と
の
対
立
関
係
は
そ
の
後
も
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
も
と
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の

政
治
的
地
位
は
更
に
上
昇
し
。
中
世
に
お
け
る
最
盛
期
に
近
づ
い
た
。
彼
は
歴
代
の
宮
中
伯
の
中
で
は
異
例
な
こ
と
に
、
軍
事
的
成
功
を
通

じ
て
領
邦
支
配
を
拡
大
し
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
強
化
し
た
（
そ
れ
ゆ
えFriedrich der Siegreiche

と
呼
ば
れ
る
）。
と
り
わ
け
一
四
六
〇
年

に
プ
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ス
ハ
イ
ムPfeddersheim

近
傍
で
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
そ
の
同
盟
者
た
ち
を
破
り
、
ま
た
一
四
六
二
年
に
は
ゼ
ッ
ケ
ン

ハ
イ
ムSeckenheim

で
バ
ー
デ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
な
ど
の
軍
を
破
り
、
君
主
た
ち
自
身
を
は
じ
め
多
く
の
敵
を
捕
虜
に
し
た
。
そ

の
他
、
エ
ル
ザ
ス
方
面
な
ど
で
も
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ル
シ
ュ
タ
イ
ンLützelstein

城
を
包
囲
攻
略
す
る
な
ど
し
て
、
更
に
支
配
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。

　

一
四
七
六
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
が
死
ぬ
と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
み
ず
か
ら
統
治
を
行
っ
た
。
彼
も
領
邦
拡
大
政
策
を
継
続
す
る
。
彼
の

も
と
で
、
一
四
九
九
年
に
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
と
モ
ス
バ
ッ
ハ
の
分
家
の
支
配
が
、
断
絶
に
よ
り
プ
フ
ァ
ル
ツ
本
家
の
手
中
に
帰
し
た
。
し
か
し

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
そ
の
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
公
ゲ
オ
ル
ク
の
相
続
娘
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
夫
妻
に
、
ゲ
オ
ル
ク



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（１）
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ランズフート戦争による喪失（1504 ／ 09 年）
Meinrad Schaab, Geschichte der Kurpfalz, Bd. 1 : Mittelalter, 
Stuttgart u. a. 1988, S.218 の地図をもとに作成。

0 50km

プファルツ支配下に残った所領

最終的に失われた所領

ヘッセンによって征服または要求されたが、
1521年にプファルツにより確保された所領

Waldeck

Bacharach

Kaub

Stromberg
Kirchberg

ト リ ー ア 大 司 教 領

Naumburg
Böckel-

heim

Rockenhausen

Alzey

Kreuznach
Oppenheim

Starkenburg

Ingelheimer
Grund

Umstadt

Olzberg

Lindenfels

Besigheim

MöckmühlHeidelberg

Neuenstadt

Löwenstein

Weinsberg

Mosbach

Bretten Maulbronn

Germersheim

Ladenburg

Neustadt

Kaiserslautern

Speyer

Frankenthal

Dilsberg

Billigheim

Wegelnburg
Hagenbach

Altenstadt
Weißenburg

Selz
Hagenau

Einarzhausen

Maursmünster

Lützelstein

Landvogtei
Elsaß

Barr

Rosheim

Oberehnheim

Straßburg

Schlettstadt

Kaysersberg

Colmar

Landvogtei
Elsaß

Landvogtei
OrtenauOffenburg

Zell
Gengenbach

シュポンハイム伯領

ライニンゲン伯領

マインツ大司教領

Mainz

ヘ ッ
セ
ン

地
方
伯
領 マ

イ
ン

ツ
大
司
教
領

シュパイアー
司教領

クライヒガウ

エアバッハ領

ヴュルテンベルク公領

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
領

フレッケンシュタイン領
リヒテンベルク領

ハープスブルク家領

Mülhausen

ヴォルムス
司教領

Worms
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の
遺
産
を
確
保
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
皇
帝
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
な

ど
と
対
立
関
係
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
五
〇
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
継
承
戦
争
は
、
一
五
〇
五
年
に
は
プ
フ
ァ

ル
ツ
側
の
敗
北
で
終
わ
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
夫
妻
は
既
に
一
五
〇
四
年
に
死
去
し
て
お
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ズ

フ
ー
ト
公
領
は
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
の
支
配
に
統
合
さ
れ
た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
の
中
核
部
は
維
持
さ
れ
た
が
、
エ
ル
ザ
ス
な
ど

周
辺
部
の
所
領
が
数
多
く
失
わ
れ
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
影
響
力
の
喪
失
も
含
め
て
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
失
墜
を
経
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
は
近
世
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
．
王
権
お
よ
び
帝
国
国
制
と
の
関
係

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
支
配
形
成
は
、「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
も
触
れ
た
よ
う
に
、
王
権
お
よ
び
帝
国
国
制
と
の
密
接
な
関
係
の
も
と

で
遂
行
さ
れ
た
点
に
、
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
以
下
こ
の
特
徴
を
、
い
く
つ
か
の
側
面
に
つ
い
て
敷
衍
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
帝
国
国
制
上
の
特
殊
な
地

（
（2
（

位

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
、
中
世
後
期
の
帝
国
に
お
い
て
七
人
の
選
挙
侯
の
一
角
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル

ス
バ
ッ
ハ
家
内
部
で
誰
が
選
挙
権
を
行
使
す
る
か
は
、
当
初
未
確
定
の
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
前
述
の
一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
協
定
は
、

こ
の
点
を
も
規
定
し
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
（
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
系
統
）
と
バ
イ
エ
ル
ン
系
（
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
系
統
）
が
交
互

に
国
王
選
挙
権
を
行
使
す
る
も
の
と
定
め

（
（2
（

た
。
し
か
し
、
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
、
一
三
五
六
年
に
成
立
し
た
金
印
勅
書
は
、
プ
フ
ァ



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（１）

北法64（3・85）795

ル
ツ
系
の
み
に
国
王
選
挙
権
を
認

（
（2
（

め
、
結
果
と
し
て
は
以
後
こ
の
定
め
が
貫
徹
し
た
。
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
世
俗
選
挙
侯
の
一
人
と
し
て
、

帝
国
の
大
ト
ゥ
ル
ッ
フ
ゼ
スErztruchsess

の
タ
イ
ト
ル
を
、
や
は
り
金
印
勅
書
で
正
式
に
認
め
ら

（
（2
（

れ
、
例
え
ば
一
五
世
紀
前
半
の
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
、
ほ
と
ん
ど
の
証
書
で
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
用
い

（
（2
（

た
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
更
に
、
他
の
選
挙
侯
と
同
様
の
国
王
選
挙
権
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
特
別
な
地
位
を
持
っ
た
。
一
つ
は
、
国
王
に
対
す

る
裁
判
官
の
職
で
あ
る
が
、
既
に
一
三
世
紀
前
半
の
法
書
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
地
位

（
（2
（

で
、
や
は
り
金
印
勅
書
の

中
で
認
め
ら
れ

（
（2
（

た
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
、
国
王
が
当
事
者
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
裁
判
官
と
し
て
登
場
し
た
例
は
乏

し
い
。
確
実
に
伝
わ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
一
二
七
四
年
に
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
が
ベ
ー
メ
ン
（
ボ
ヘ
ミ
ア
）

王
オ
ッ
ト
カ
ー
ル
二
世
を
訴
え
た
際
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
が
裁
判
官
と
な
っ
た
例
が
あ
る
が
、
こ
の
と
き
に
は
、
皇
帝

な
い
し
国
王
が
帝
国
諸
侯
を
訴
え
る
場
合
、
裁
判
官
と
し
て
の
権
限
が
古
来
よ
り
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
属
す
る
こ
と
が
、
判
決
に
よ
り
確
認
さ

れ
て
い

（
（2
（

る
。
そ
の
他
に
は
、
一
三
〇
〇
年
に
ラ
イ
ン
の
選
挙
侯
た
ち
と
国
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
が
対
立
し
た
際
に
、
宮
中
伯
ル
ー
ド
ル
フ

一
世
が
、
国
王
に
つ
い
て
裁
判
し
う
る
ゆ
え
に
、
他
の
選
挙
侯
た
ち
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
地
方
へ
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
叙
述
史
料
に
よ
り

伝
え
ら
れ
て
い

（
（3
（

る
。

　

更
に
、
国
王
死
去
後
の
帝
国
代
理
職Reichsvikaria

（
（3
（t

が
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
権
限
が
な
に
ゆ
え
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に

属
す
る
の
か
も
明
確
で
は
な
い

（
（3
（

が
、
既
に
い
わ
ゆ
る
大
空
位
時
代
に
、
宮
中
伯
が
国
王
不
在
と
見
な
し
た
状
況
の
中
で
封
の
授
与
な
ど
を

行
っ
た
ケ
ー
ス
が
知
ら
れ
て
お

（
（3
（

り
、
国
王
が
死
去
し
て
不
在
の
間
は
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
よ
り
帝
国
レ
ー
ン
の
授
与
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、

一
三
世
紀
後
半
の
法
書
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
に
も
現
れ

（
（3
（

る
。
一
二
七
六
年
ご
ろ
に
は
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
が
、
ラ
イ
ン
宮
中

伯
が
古
来
よ
り
こ
の
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
お

（
（3
（

り
、
教
皇
庁
と
の
対
立
の
中
で
一
三
二
四
年
に
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て

公
表
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
上
訴
の
中
で
も
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
帝
国
代
理
と
し
て
の
権
限
が
教
皇
に
対
抗
し
て
主
張
さ
れ
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て
い

（
（3
（

る
。
こ
の
帝
国
代
理
職
も
、
や
は
り
金
印
勅
書
に
お
い
て
、
ラ
イ
ン
地
方
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
地
方
お
よ
び
フ
ラ
ン
ク
法
圏
に
つ
い
て

ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
承
認
さ
れ
、
宮
中
伯
は
、
裁
判
の
開
催
、
聖
職
禄
の
提
案
、
帝
国
収
入
の
徴
収
、
帝
国
レ
ー
ン
の
授
与
、
宣
誓
の
受
領
な

ど
を
な
し
う
る
こ
と
と
さ
れ

（
（3
（

た
。
一
五
世
紀
の
間
に
、
こ
の
権
限
は
ラ
イ
ン
宮
中
伯
に
よ
っ
て
何
度
か
実
際
に
主
張
・
行
使
さ
れ
た

（
（3
（

他
、
更

に
国
王
が
ド
イ
ツ
に
不
在
の
時
や
、
何
ら
か
の
事
由
で
統
治
を
妨
げ
ら
れ
た
際
の
帝
国
代
理
の
地
位
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
、
一
四
一
〇
年
の
父
の
死
後
す
ぐ
に
帝
国
代
理
の
地
位
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
一
四
三
一
年
か
ら

一
四
三
三
年
ま
で
、
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
イ
タ
リ
ア
遠
征
中
に
も
、
帝
国
代
理
と
し
て
振
る
舞
っ

（
（3
（

た
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
こ
の
よ
う
な
帝
国
国
制
上
の
特
別
な
地
位
は
、
後
述
の
婚
姻
関
係
な
ど
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
宮
中
伯
と
そ
の

家
門
に
ド
イ
ツ
内
外
で
高
い
権
威
が
認
め
ら
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
（4
（

る
。
し
か
し
宮
中
伯
が
帝
国
国
制
上
高
い
地
位
を
占
め
た
こ

と
の
意
義
は
、
そ
う
し
た
権
威
と
名
声
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
と
り
わ
け
宮
中
伯
の
選
挙
侯
と
し
て
の
地
位
と
、
そ
れ
に
伴
う
政
治
的

重
要
性
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
王
権
と
の
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
中
伯
は
、
既
に
一
三
世
紀
後
半
以
来
、
常
に

帝
国
レ
ベ
ル
の
政
治
で
活
発
に
行
動
し
た
ラ
イ
ン
の
選
挙
侯
の
一
角
を
占
め
る
存
在
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
代
々
の
国
王
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
ン
宮
中

伯
を
み
ず
か
ら
の
政
治
的
路
線
に
引
き
付
け
、
宮
中
伯
を
敵
対
陣
営
に
ま
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
手
厚
い
配
慮
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
が
、
以
下
で
述
べ
る
国
王
領
の
質
入
れ
で
あ
っ
た
。

（
二
）
国
王
領
の
質
入
れ
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
の
形
成

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
支
配
下
の
所
領
・
城
・
都
市
・
権
利
・
収
入
な
ど
を
質
入
れ
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
一
四
世
紀
に
、
王

権
お
よ
び
諸
侯
・
貴
族
に
よ
っ
て
広
く
行
わ
れ

（
（4
（

た
。
そ
の
際
、
王
権
に
よ
る
そ
れ
は
、
質
入
れ
と
い
っ
て
も
、
現
金
を
借
り
入
れ
る
の
で
な
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く
、
奉
仕
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
中
世
後
期
に
お
い
て
国
王
領
の
質
入
れ
を
最
も
多
く

受
け
た
勢
力
の
一
つ
で
あ
っ

（
（4
（

た
。

　

そ
の
よ
う
な
国
王
領
の
質
入
れ
は
、
と
り
わ
け
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
初
め
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
支
配
の
拡
大
に
と
っ
て
、

非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ

（
（4
（

た
。
重
要
な
質
入
れ
に
限
っ
て
時
代
順
に
あ
げ
れ
ば
、
一
三
三
〇
年
に
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
、
ネ
ッ

カ
ー
川
流
域
の
ネ
ッ
カ
ー
グ
ミ
ュ
ン
トN

eckargm
ünd

、
エ
ー
バ
ー
バ
ッ
ハ Eberbach

、
モ
ス
バ
ッ
ハ M

osbach

、
ジ
ン
ス
ハ
イ
ム 

Sinsheim

お
よ
び 

ラ
イ
ン
左
岸
の
ア
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
ーA

nnw
eiler

、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム Germ

ersheim

、
ト
リ
ー
フ
ェ
ル
ス T

rifels

な
ど
を
宮
中
伯
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
に
質
入
れ
し

（
（4
（

た
。
一
三
七
五
年
に
は
皇
帝
カ
ー
ル
四

世
が
、
宮
中
伯
に
、
中
ラ
イ
ン
の
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

、
オ
ー
デ
ル
ン
ハ
イ
ム O

dernheim

、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
ス
ベ
ル
ク 

Schw
absberg

、
オ
ー
バ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ムO

beringelheim

、
ニ
ー
ダ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム N

iederingelheim

、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ハ

イ
ム W

interheim

、
ニ
ア
シ
ュ
タ
イ
ン N

ierstein

を
質
入
れ
か
ら
請
け
出
し
て
保
持
す
る
こ
と
を
認
め

（
（4
（

た
。
ま
た
既
に
カ
ー
ル
四
世
が

一
三
六
五
年
に
、
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
対
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
に
質
入
れ
さ
れ
て
い
た
上
ラ
イ
ン
の
オ
ッ
フ
ェ

ン
ブ
ル
クO

ffenburg

、
ゲ
ン
ゲ
ン
バ
ッ
ハ Gengenbach

、
ツ
ェ
ル Zell

、
オ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク O

rtenberg

を
請
け
出
す
権
利
を
与
え

て
い
た

（
（4
（

が
、
一
四
〇
九
年
に
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
こ
れ
ら
の
地
点
と
ゼ
ル
ツSelz

を
息
子
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
に
質
入
れ
し

（
（4
（

た
。

一
四
一
三
年
に
は
、
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
に
よ
る
、
エ
ル
ザ
ス
の
帝
国
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
質
入
れ
が
続

（
（4
（

く
。
こ
の
よ
う
な
処
分
の
結

果
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
の
か
な
り
の
部
分
は
、
質
入
れ
さ
れ
た
国
王
領
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
数
多
く
の
質
入
れ
の
背
景
に
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン
地
方
に
伝
統
的
に
数
多
く
の
国
王
領
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
政
治
的
重
要
性
と
そ
の
国
王
選
挙
権
を
考
慮
し
て
、
宮
中
伯
へ
の
利
益
供

与
と
し
て
質
入
れ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

（
（5
（

た
。
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あ
る
都
市
や
村
落
全
体
が
質
入
れ
さ
れ
た
場
合
、
質
請
け
主
は
、
役
人
の
任
免
や
収
入
の
徴
収
な
ど
の
点
で
本
来
の
領
主
と
ほ
ぼ
同
じ
権

能
を
獲
得
し
、
臣
民
の
服
従
宣
誓
を
受
け
、
彼
ら
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ

（
（5
（

た
。
ま
た
、
王
権
に
よ
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
へ
の
国
王
領
の
質

入
れ
が
解
除
さ
れ
て
、
当
該
の
所
領
・
権
利
が
国
王
支
配
に
復
帰
す
る
こ
と
は
、
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
最
初
に

質
入
れ
が
な
さ
れ
た
後
、
質
入
れ
解
除
に
要
す
る
金
額
が
増
額
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
質
入
れ
の
解
除

は
当
然
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
宮
中
伯
の
側
で
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
後
述
す
る
一
三
五
六
年
の
筆
写
文
書
集

K
opialbuch

で
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
よ
る
質
入
れ
に
関
係
し
た
証
書
は
、
永
続
的
効
力
を
有
す
べ
き
証
書
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ

れ
て
い

（
（5
（

る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
的
に
は
質
入
れ
解
除
の
可
能
性
が
残
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
ま
た
王
権
が
質
入

れ
解
除
権
を
第
三
者
（
近
隣
の
諸
侯
な
ど
）
に
譲
渡
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
質
入
れ
さ
れ
た
国
王
領
に
対
す
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
支
配
に

は
、
こ
の
よ
う
な
独
特
の
不
安
定
さ
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
宮
中
伯
の
側
か
ら
見
て
も
、
彼
ら
が
王
権
と
密

接
な
政
治
的
関
係
を
保
ち
、
ラ
イ
ヒ
政
治
に
関
与
し
続
け
た
こ
と
の
、
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
四
世
死
後
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
派
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
カ
ー
ル
四
世
と
の
間
の
王
位
争
い
に
お
い
て
、
一
三
四
九
年
に
プ
フ
ァ

ル
ツ
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
陣
営
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
陣
営
に
移
っ
た
背
景
に
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
時
代
に
獲
得
さ
れ
た
質
入
れ

を
確
保
す
る
と
い
う
考
慮
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

（
（5
（

る
。
逆
に
王
権
の
側
か
ら
は
、
質
入
れ
解
除
金
額
の
増
額
が
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
の

政
治
的
関
係
を
調
整
す
る
手
段
と
し
て
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
国
王
領
の
質
入
れ
解
除
の
可
能
性
は
、
近
世
に
は
カ
ー
ル
五
世
以
降
の

約
束
に
よ
っ
て
最
終
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
（5
（

が
、
そ
れ
ま
で
は
以
上
の
よ
う
な
形
で
王
権
と
宮
中
伯
と
を
結
び
つ
け
る
要
素
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
帝
国
国
制
上
の
高
い
地
位
を
背
景
に
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、
王
権
か
ら
数
多
く
の
所
領
・
権
利
の
質
入
れ
を
受
け
、
そ
れ

を
通
じ
て
支
配
拡
大
を
す
す
め
て
い
っ
た
。
ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
そ
の
よ
う
な
形
で
、
ラ
イ
ン
地
方
に
散
在
す
る
国
王
直
轄
支
配
の
遺
産
を
受
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け
継
ぎ
つ
つ
、
漸
進
的
に
領
邦
支
配
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
．
君
主
家
門
の
意
義

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
帝
国
国
制
に
お
い
て
占
め
た
特
別
な
地
位
と
、
国
王
領
の
質
入
れ
に
端
的
に
現
れ
た
王
権
と
の
近
さ
は
、
宮
中
伯
の
家

門
の
あ
り
方
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
国
制
史
を
考
え
る
際
に
、
国
家
か
ら
で
な
く
家
門
か
ら
出
発
す

べ
き
こ
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
来
指
摘
さ
れ
、
後
述
の
よ
う
な
宮
廷
に
関
す
る
研
究
の
活
発
化
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
基
本
的

に
学
界
の
了
解
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
（5
（

る
。
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
家
門
に
つ
い
て
、
以
下
、
い
く
つ
か
の
問
題
領
域
を
論
述
し
よ
う
。

（
一
）
相
続
関
係
の
規
制
（
分
割
相
続
と
長
子
相

（
（5
（

続
）

　

中
世
後
期
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
他
の
多
く
の
家
門
と
同
様
に
、
伝
統
的
な
分
割
相
続
と
家

門
勢
力
の
細
分
化
を
回
避
し
よ
う
す
る
考
慮
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
見
ら
れ

（
（5
（

る
。
二
つ
の
要
素
は
せ
り
あ
い
つ
つ
、
時
と
と
も
に
次
第
に
後
者

が
優
越
し
て
い
く
が
、
そ
の
過
程
は
決
し
て
一
直
線
で
は
な
か
っ
た
。

　

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
で
は
、前
述
の
よ
う
に
、一
二
五
三
年
に
オ
ッ
ト
ー
二
世
が
死
ん
だ
後
、一
二
五
五
年
に
そ
の
子
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
二
世
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
兄
弟
で
分
割
相
続
が
行
わ
れ

（
（5
（

た
。
前
者
は
バ
イ
エ
ル
ン
南
西
部
（
い
わ
ゆ
る
上
バ
イ
エ
ル
ン
）
お
よ
び
ノ
ル
ト
ガ

ウ
（
後
の
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
）
と
並
ん
で
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
と
宮
中
伯
の
タ
イ
ト
ル
を
得
た
。
一
方
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
方
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
東

部
（
い
わ
ゆ
る
下
バ
イ
エ
ル
ン
）
を
獲
得
し
、
以
後
一
三
四
〇
年
ま
で
彼
の
子
孫
が
そ
こ
を
統
治
し
た
。
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一
二
九
四
年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
が
死
去
し
た
後
、そ
の
子
の
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（
後
の
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
）

の
間
で
は
、
父
の
遺
産
を
い
か
に
統
治
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
続
い

（
（5
（

た
。
当
初
は
、
年
長
の
ル
ー
ド
ル
フ
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
後
見

人
と
し
て
単
独
で
統
治
し
た
も
の
の
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
側
か
ら
の
反
発
が
あ
り
、
両
陣
営
は
い
っ
た
ん
戦
争
状
態
に
陥
っ
た
。
一
三
一
〇
年

に
両
者
は
、
顧
問
た
ち
の
参
画
を
得
て
協
定
を
結
び
、
支
配
権
を
分
割
し

（
（6
（

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
一
三
一
三
年
に
は
、

再
度
協
定
が
結
び
直
さ
れ
て
、
共
同
統
治
が
試
み
ら
れ

（
（6
（

た
。
そ
の
後
、
王
位
争
い
も
絡
ん
で
今
度
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
も
含

め
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
支
配
を
事
実
上
掌
握
す

（
（6
（

る
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
一
三
一
九
年
に
死
ん
だ
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
寡
婦
メ
ヒ
テ
ィ
ル

ト
と
遺
児
ら
が
抵
抗

（
（6
（

し
、
こ
の
対
立
は
、
一
三
二
九
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
解
決
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
の
協
定H

ausvertrag

は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
っ

（
（6
（

た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
子
孫
た
ち
（
彼
の
子
の
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
、
彼
ら
の
兄
で
早
世

し
た
ア
ー
ド
ル
フ
の
子
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
）
が
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
を
、
一
方
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
そ
の
子
ら
が
上
バ
イ
エ
ル
ン

を
得
た
。
一
方
の
家
系
が
断
絶
し
た
場
合
に
は
他
方
の
家
系
に
相
続
権
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
国
王
選
挙
権
は
前
述
の
よ
う
に
プ
フ
ァ

ル
ツ
系
と
バ
イ
エ
ル
ン
系
が
交
代
で
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
結
果
と
し
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
と
バ
イ
エ
ル
ン

系
は
分
離
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
三
三
八
年
に
、
今
度
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
の
三
人
の
間
で
支
配
権
が
分
割
さ
れ
た

（
（6
（

が
、
し
か
し
一
三
五
三
年
の
ル
ー
ド
ル
フ

二
世
の
死
後
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
結
局
実
質
的
に
統
治
権
を
ほ
と
ん
ど
行
使
し
な
い
状
況
に
な

（
（6
（

り
、
事
実
上
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
単

独
支
配
に
近
い
状
態
が
出
現
し
た
。

　

一
三
五
六
年
の
金
印
勅
書
は
、
国
王
選
挙
権
者
を
確
定
す
る
た
め
、
世
俗
選
挙
侯
に
つ
い
て
選
挙
権
の
長
子
相
続
を
規
定
す
る
と
と

も
（
（6
（

に
、
世
俗
選
挙
侯
領
の
分
割
を
禁
止
し

（
（6
（

た
。
ま
た
、
金
印
勅
書
前
半
部
の
成
立
直
前
、
一
三
五
五
年
一
二
月
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
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国
王
選
挙
権
を
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
ゆ
だ
ね
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
存
命
中
は
彼
が
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
、
皇
帝
カ
ー
ル
四
世

お
よ
び
他
の
選
挙
侯
の
前
で
決
定
さ
れ

（
（6
（

た
。

　

一
三
五
七
年
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
、
相
続
契
約
に
合
意
し

（
（7
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
息
子
な
く
し
て
死
ん

だ
場
合
、ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
と
そ
の
子
孫
が
、ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
遺
し
た
全
支
配
を
継
承
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
そ
の
際
、ル
ー

プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
系
統
は
長
子
単
独
で
支
配
権
を
継
承
す
る
も
の
と
さ
れ

（
（7
（

た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
長
子

単
独
相
続
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
分
割
相
続
を
排
す
る
こ
の
措
置
は
、
前
年
の
金
印
勅
書
の
内
容
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
金
印

勅
書
へ
の
明
示
的
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
支
配
下
の
封
臣
、
ブ
ル
ク
マ
ン
、
市
民
、
ア
ム

ト
マ
ン
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
長
子
以
外
の
者
に
服
従
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

（
（7
（

た
。
長
子
単
独
相
続
制
を
、
こ
う
し
た
形
で
補
強
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
注
目
す
べ
き
措
置
と
し
て
、
一
三
六
八
年
に
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
二
世
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
るK

urpräzipuum

が
設

定
さ
れ

（
（7
（

た
。
こ
れ
は
、
不
可
分
か
つ
常
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
下
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
所
領
で
、
具
体
的
に
は
、
シ
ュ
タ
ー
レ
ッ

ク Stahleck

城
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハBachrach 

市
と
周
囲
の
所
領
（
い
わ
ゆ
るV

iertälergem
einde

）、
シ
ュ
タ
ー
ル
ベ
ル
クStahlberg

城
、
カ
ウ
プK

aub 

の
城
と
都
市
お
よ
び
ラ
イ
ン
川
中
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンPfalzgrafenstein

、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン

ベ
ル
ク Fuerstenberg

城
、
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey

の
城
と
都
市
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト N

eustadt (an der H
aardt) 

市
と
ヴ
ォ
ル
フ
ェ

ン
ベ
ル
クW

olfenberg

城
、
ラ
イ
ン
の
マ
ン
ハ
イ
ムM

annheim
 

城
、
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム W

einheim

の
城
と
都
市
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

クH
eidelberg

の
両
城
と
都
市
、
デ
ィ
ル
ス
ベ
ル
ク D

ilsberg

の
城
と
都
市
、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
ス Lindenfels 

の
城
と
都
市
が
、
こ
れ

に
属
す
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ラ
イ
ン
地
方
に
お
け
る
宮
中
伯
の
支
配
の
中
核
的
拠
点
で
あ
っ
て
、
多
く
は
既
に

一
二
、一
三
世
紀
か
ら
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
今
後
宮
中
伯
は
、
こ
れ
ら
を
売
却
、
質
入
れ
、
譲
渡
、
交
換
、
寄
進
し
た
り
、
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寡
婦
産
や
持
参
金
な
ど
と
し
て
譲
渡
し
た
り
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
永
久
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
一
人
の
宮
中
伯
の
も
と

に
と
ど
ま
る
（
し
た
が
っ
て
分
割
相
続
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
）
こ
と
と
さ
れ

（
（7
（

た
。
こ
こ
で
「
プ
フ
ァ
ル
ツPfaltz

」
概
念
が
、
君
主
と
そ

の
家
門
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
区
別
さ
れ
て
所
領
の
帰
属
先
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
上
記
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
所
領
の
役

職
保
持
者
と
臣
民
も
、
こ
の
取
り
決
め
の
遵
守
を
誓
約
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
取
り
決
め
を
確
認
し
な
い
宮
中
伯
に
服
従
し
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ

（
（7
（

た
。「
プ
フ
ァ
ル
ツ
」
概
念
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
役
職
保
持
者
と
臣
民
も
、
君
主
個
人
と
は
区
別
さ
れ
た
政
治
体
の
要
素
と
し

て
現
れ
、
役
割
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、K

urpräzipuum

は
ラ
イ
ン
宮
中
伯
支
配
の
中
核
部
分
に
限
定
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
プ
フ
ァ
ル
ツ
」
と
宮
中
伯
の
支
配
全
体
と
の
間
に
は
、
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
更
に
、
こ
こ
で
言
う
一
人
の
宮
中
伯
が
長
子
で
あ
る
と
い
う
規
定
は
な
く
、
長
子
相
続
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
ず
れ
を
考

慮
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
決
定
は
、
分
割
相
続
を
完
全
に
排
除
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
金
印
勅
書
に
対
す
る
言
及
は
な
く
、
国

王
選
挙
権
も
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
そ
の
限
り
で
は
、
選
挙
と
関
係
し
たK

urpräzipuum

と
い
う
表
現
を
こ
の
時
点
で
用
い
る
の
は

ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
も
言
え

（
（7
（

る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
以
外
の
財
産
は
分
割
し
う
る
と
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
の
協
定
は
、
金
印
勅

書
の
分
割
相
続
禁
止
を
空
洞
化
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
三
七
八
年
に
は
、K
urpräzipuum

は
更
に
拡
大
さ

（
（7
（

れ
、
今
や
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
所
領
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
ア
ム
ベ
ル
ク A
m

berg

の
城
と
都
市
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
クW

aldeck

城
、
ケ
ム
ナ
ー
ト K

em
nath

市
、
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

H
elfenstein

、
ヘ
ム
ス
ベ
ル
クH

em
sberg

、
ム
ー
ラ
ッ
ハ M

urach
の
諸
城
、
ナ
プ
ブ
ル
ク N

abburg

市
、
リ
ュ
ー
デ
ン Rüden

城
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
け
る
重
要
な
支
配
拠
点
で
あ
る
。
あ
と
は
、
ほ
ぼ
一
三
六
八
年
の
規
定
が
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、「
プ
フ
ァ
ル
ツ
」
で
は
一
人
の
宮
中
伯
が
支
配
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
長
子
で
あ
る
と
は
や
は
り
書
か

れ
て
い
な
い
。
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一
三
九
五
年
に
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
（
当
時
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、

ヨ
ハ
ン
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
、
オ
ッ
ト
ー
の
六
人
の
男
子
を
持
っ
て
い
た
）
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
定
めRupertinische 

K
onstitution

」
に
よ
っ
て
、
相
続
問
題
な
ど
国
制
上
の
重
要
事
項
を
規
定
し

（
（7
（

た
。
こ
の
文
書
は
、
後
述
の
よ
う
に
結
局
発
効
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
時
点
で
の
宮
中
伯
の
支
配
観
念
を
知
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
以
下
、
詳
し
く
内
容
に
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。

　

こ
の
と
き
宮
中
伯
た
ち
は
、
ま
ず
従
来
の
取
り
決
め
とK
urpräzipuum

を
確
認
し
た
。
し
か
し
そ
の
際
、
長
子
が
全
所
領
の
単
独
支

配
者
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ

（
（7
（

る
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
一
三
六
八
年
お
よ
び
一
三
七
八
年
の
決
定
で
は
明
言

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
三
九
五
年
時
点
で
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
死
（
一
三
九
〇
年
）
に
よ
っ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
権

は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
系
統
に
集
中
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
で
長
子
単
独
支
配
が
登
場
す
る
の
は
、こ
う
し
た
家
門
事
情
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
状
況
が
そ
れ
以
前
に
設
定
さ
れ
たK
urpräzipuum

に
い
わ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
宮
中
伯
の
支
配
の
形
容
と
し
て
「
選
挙
侯
領kurfurstendum

」
が
、
こ
の
と
き
に
な
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
の
も
目
を
引
く
。
こ

れ
も
従
来
の
決
定
に
は
な
か
っ
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
に
属
す
る
レ
ー
ン
は
、
も
っ
ぱ
ら
長
子
が
授
封
す
べ
き
も
の

と
さ
れ

（
（8
（

た
。
宮
中
伯
た
ち
は
、
従
来
のK

urpräzipuum
に
、
更
に
オ
ッ
ツ
ベ
ル
クO

tsberg

、
ヘ
リ
ン
グ H

ering

、
ウ
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト 

U
m

stadt

、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク Steinberg

、
ヒ
ル
ス
バ
ッ
ハH

ilsbach

、
ジ
ン
メ
ル
ンSim

m
ern

の
城
と
都
市
、
シ
ュ
ト
ロ
ム
ベ
ル

ク Strom
berg

を
付
け
加
え

（
（8
（

た
。

　

宮
中
伯
の
全
所
領
は
、
基
本
的
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
の
長
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
＝
ピ
パ
ン
（
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
四
世
）
が
相
続
す
る
も
の
と

さ
れ
た
が
、
次
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
も
一
〇
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
の
年
金
が
約
束
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
城
な
ど
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
一
方
そ
れ
以
外
の
子
に
つ
い
て
は
長
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
四
世
が
し
か
る
べ
き
配
慮
を
す
る
こ
と
だ
け
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
次
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子
以
下
の
系
統
が
断
絶
し
た
場
合
、
そ
の
所
領
は
長
子
の
系
統
に
復
帰
す
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

（
（8
（

た
。
も
っ
と
も
、
次
子
以
下
の
系
統
が
婚
姻

等
を
通
じ
て
現
在
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
以
外
の
別
の
所
領
を
獲
得
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
そ
の
系
統
と
そ
の
相
続
人
の
も
と
に
と
ど

ま
（
（8
（

る
。

　

相
続
人
た
ち
の
間
で
の
紛
争
は
、
後
述
の
一
三
人
委
員
会
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

（
（8
（

る
。
こ
の
一
三
人
委
員
会
は
、
ラ
イ
ン
右
岸
で
の
問
題

に
関
し
て
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
、
ラ
イ
ン
左
岸
で
の
問
題
に
関
し
て
は
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
集
ま
り
、
調
停
な
い
し
仲
裁

判
決
に
よ
っ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
家
門
メ
ン
バ
ー
間
の
争
い
を
解
決
す

（
（8
（

る
。

　

次
子
以
下
の
系
統
は
、
攻
撃
さ
れ
た
り
不
法
を
被
っ
た
り
し
た
場
合
は
別
と
し
て
、
長
子
系
統
の
同
意
が
な
け
れ
ば
戦
争
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
一
方
長
子
系
統
も
、相
続
人
お
よ
び
一
三
人
委
員
会
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、自
己
の
た
め
の
、ま
た
は
不
注
意
か
ら
の
戦
争
を
、

自
分
と
同
等
か
よ
り
強
力
な
相
手
に
対
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
な

（
（8
（

い
。

　

長
子
系
統
の
成
人
年
齢
は
二
〇
歳
と
さ
れ
た
が
、
国
王
選
挙
権
の
行
使
は
例
外
と
さ
れ

（
（8
（

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
金
印
勅
書
へ
の
明
示

的
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
国
王
選
挙
権
に
関
し
て
一
八
歳
を
も
っ
て
成
年
と
す
る
金
印
勅
書
の
規

（
（8
（

定
が
意
識
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
宮
中
伯
は
、
一
三
人
委
員
会
の
助
言
と
同
意
な
し
に
臨
時
の
租
税groß ungew

onlich sture oder scheczunge

を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
が
、
毎
年
通
常
支
払
わ
れ
る
租
税gew

onlich clein sture

は
問
題
な
く
徴
収
し
う
る
も
の
と
さ
れ

（
（8
（

た
。

　

宮
中
伯
の
支
配
全
体
に
か
か
わ
る
重
要
事
案
と
ラ
イ
ン
地
方
の
事
案
を
管
轄
す
る
一
三
人
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
が
、そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
（
・
フ
ィ
ア
ン
デ
ン
）Sponheim

-V
yanden

伯
ジ
ー
モ
ン
、
ラ
イ
ニ
ン
ゲ
ン Leiningen

伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
い
う
中

ラ
イ
ン
左
岸
地
方
に
宮
中
伯
の
支
配
と
あ
い
接
し
て
根
拠
地
を
持
つ
二
人
の
伯
と
、
宮
中
伯
のdinere

で
あ
る
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ェ

ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
エ
ア
バ
ッ
ハ
（
大
）Ebirhart Schenck von Erpach der A

eltere

、
ヴ
ィ
プ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
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ト W
yprecht von H

elm
stat

、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン A

lbrecht von V
enigen

、
ヨ
ハ
ン
・
ケ
メ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・

ダ
ル
ベ
ル
ク Johan K

em
erer gen. von D

alburg (

宮
廷
長
官H

ofm
eister)

、
ブ
レ
ン
ナ
ー
・
フ
ォ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ン Brenner vom

 

Stein

、
タ
ン
・
ク
ネ
ー
ベ
ル T

am
e K

nebel

、
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ァ
イ
ス
カ
ム Rudolff von Zeißikem

、
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・

ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン H

ansen von H
irczhorn

、
ヘ
ネ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ン H

ennem
an von Sickingen (

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ムV

itztum
)

、
デ
ィ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ン
ト
シ
ュ
ー
ス
ハ
イ
ム D

yther von H
entzusheim

、
ク
ン
ツ
・
ラ
ン

ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハ Conczen Lantschaden von Steinach

で
あ
り
、
彼
ら
が
上
述
の
よ
う
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
家

門
メ
ン
バ
ー
間
の
争
い
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
委
員
会
は
永
続
的
な
機
関
と
し
て
構
想
さ
れ
、
将
来
メ
ン
バ
ー
が
欠
け
た
場
合

は
、
単
独
支
配
す
る
宮
中
伯
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

（
（9
（

た
。
伯
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も
中
ラ
イ
ン
地
方
の
下
級
貴

族
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
役
職
を
占
め
て
い
た
者
が
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
後
述
す
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
宮
廷
の
構
成
に
お
い

て
も
詳
し
く
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
宮
中
伯
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
支
配
を
支
え
て
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
関
し
て
は
別
に
七
人
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
家
門
間
で
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
所
領
に
関
し
て
争
い

が
起
き
た
場
合
、
ア
ム
ベ
ル
ク
に
集
ま
っ
て
調
停
な
い
し
仲
裁
に
あ
た
る
も
の
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
問
題
が
重
大
な
場
合
は
、
七
人
委
員

会
は
そ
れ
を
一
三
人
委
員
会
に
送
り
、
一
三
人
委
員
会
が
最
終
的
判
断
を
下
す
も
の
と
さ
れ
た
。
七
人
委
員
会
の
具
体
的
メ
ン
バ
ー
は
、

カ
ス
テ
ルCastel

修
道
院
長
オ
ッ
ト
ー
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
デ
ア
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー U

lrich der Stauffer

、
ハ
ン
ス
・
デ
ア
・
ヘ
ッ
ケ

ル H
ans der H

eckel

、
ア
ル
ト
マ
ン
・
デ
ア
・
ケ
ム
ナ
ー
テ A

ltm
an der K

em
nater

、
カ
ス
パ
ー
・
デ
ア
・
シ
ュ
ヴ
ェ
プ
フ
ァ
ー
マ

ン Caspar der Sw
epferm

an

、
オ
ル
ト
リ
ー
プ
・
デ
ア
・
ヴ
ォ
ル
フ
ェ O

rtlib der W
olffe

、
ア
ム
ベ
ル
ク
の
ラ
ン
ト
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー

Landschreiber

コ
ン
ラ
ー
ト
で
あ
っ

（
（9
（

た
。

　

そ
の
他
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
は
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
振
興
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
聖
職
者
は
宗
教
的
職
務
に
集
中
す
る
た
め
に
世
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俗
役
職
を
兼
ね
る
べ
き
で
な
い
こ
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
高
利
貸
し
は
追
放
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
規
定
さ
れ

（
（9
（

た
。

　

ま
た
、
今
後
書
か
れ
た
法
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
裁
判
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

規
定
は
、
も
っ
ぱ
ら
ラ
イ
ン
地
方
の
所
領
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
認
識
と
し
て
、
皇
帝
法
と
書
か
れ
た
法
が
ラ
イ
ン
の
所
領
で
は
廃

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
書
か
れ
た
法
が
再
び
書
か
れ
、
ま
と
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
法
が
、
慣
習
等
を
考
慮
し
て
修
正
さ
れ
る
可
能
性
も
、
許
容
さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。

　

取
り
決
め
の
周
知
と
実
効
性
に
関
し
て
も
注
目
す
べ
き
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
取
り
決
め
の
証
書
は
合
計
一
〇
通
作
成
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
、
長
子
系
統
、
次
子
以
下
の
系
統
、
一
三
人
委
員
会
、
七
人
委
員
会
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
、カ
ウ
プ
、ア
ム
ベ
ル
ク
お
よ
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
一
通
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
た
。各
都
市
で
は
年
一
回（
六

月
二
四
日
の
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
に
）取
り
決
め
が
公
開
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
宮
中
伯
も
そ
の
役
職
者
た
ち
も
、

今
後
、
取
り
決
め
を
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。
宮
中
伯
が
そ
れ
を
怠
る
場
合
は
、
一
三
人
委
員
会
お
よ
び
七
人
委
員
会
が
そ
う
す
る
よ

う
に
促
す
。
取
り
決
め
の
証
書
は
、
宮
中
伯
た
ち
だ
け
で
な
く
、
一
三
人
委
員
会
、
七
人
委
員
会
お
よ
び
上
述
の
諸
都
市
に
よ
っ
て
も
印
章

を
付
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
加
え
て
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
の
義
父
に
あ
た
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
、

い
わ
ば
取
り
決
め
の
保
証
者
と
し
て
印
章
を
付
す
も
の
と
さ
れ

（
（9
（

た
。

　

こ
の
取
り
決
め
は
結
局
発
効
し
な
か
っ
た

（
（9
（

が
、
こ
の
時
点
で
の
長
子
相
続
制
の
進
展
を
示
す
注
目
す
べ
き
文
書
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
取
り

決
め
は
相
続
関
係
規
定
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
上
述
の
よ
う
に
、
法
・
教
会
・
経
済
・
大
学
政
策
に
か
か
わ
る
条
項
を
も
持
っ
て
お
り
、
後

に
領
邦
の
政
策
分
野
と
し
て
展
開
し
て
い
く
要
素
を
萌
芽
的
に
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
、
相
続
と
い
う
君
主
家
門
の
重
大
案
件
に

付
随
す
る
形
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
三
九
五
年
の
取
り
決
め
の
か
な
り
の
部
分
は
、
一
四
〇
一
年
の
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
遺
言
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

（
（9
（

が
、
し
か
し
そ
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の
一
方
で
、
こ
の
遺
言
は
既
に
よ
り
強
く
分
割
相
続
へ
の
志
向
を
示
し
て
い
た
。
遺
言
は
そ
の
後
実
行
さ
れ
、
結
局
一
四
一
〇
年
に
分
割
相

続
が
行
わ
れ

（
（9
（

た
。
こ
の
と
き
の
措
置
は
、金
印
勅
書
の
規
定
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
や
狭
義
の「
プ
フ
ァ
ル
ツ
」

と
と
ら
え
ら
れ
たK

urpräzipuum
 

は
、
国
王
選
挙
権
と
と
も
に
、
分
割
さ
れ
ず
に
存
命
中
の
最
年
長
子
で
あ
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世

に
割
り
当
て
ら
れ

（
（9
（

た
。
そ
の
他
の
所
領
に
つ
い
て
は
、
四
人
の
子
の
間
で
分
割
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
金
印
勅
書
の
分
割
禁
止

規
定
と
分
割
相
続
と
の
両
立
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
分
割
が
、
全
体
と
し
て
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
勢
力
を
弱
め
た
こ
と
は

前
述
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
金
印
勅
書
の
規
定
お
よ
び
プ
フ
ァ
ル
ツ
家
門
の
政
治
的
利
害
と
分
割
相
続
と
を
お
り
あ
わ
せ
る
妥

協
点
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
一
四
一
〇
年
の
方
式
は
、
基
本
的
に
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

（
（9
（

る
。
一
四
二
六
年
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世

の
遺
言
、
お
よ
び
一
四
三
六
年
の
彼
の
死
後
の
そ
の
実
行
は
、
い
ず
れ
も
長
子
が
国
王
選
挙
権
・K

urpräzipuum

・
そ
の
他
の
支
配
権
を

継
承
し
、
次
子
に
も
あ
る
程
度
の
所
領
を
割
り
当
て
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
四
四
七
年
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
死
後
、
そ
の
弟
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
が
兄
の
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
後
見
人
と
な
っ

（
（10
（

た
。
こ
れ
は
、

金
印
勅
書
の
規
定
ど
お
り
の
対
応
で
あ

（
（10
（

る
。
し
か
し
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
更
に
進
ん
で
、
一
四
五
一
年
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
養
子
縁
組
（
い

わ
ゆ
るA

rrogation

）
を
行
っ

（
（10
（

た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
結
婚
し
な
い
と
約
束
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
ア

ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
市
民
家
系
出
身
の
愛
人
ク
ラ
ラ
・
ト
ッ
ト
（
デ
ッ
ト
）K

lara T
ott (D

ett) 

と
一
四
七
一
年
に
密
か
に
結
婚
す
る
。
二
人

の
関
係
は
以
前
か
ら
の
も
の
で
、
間
に
は
子
ど
も
も
生
ま
れ
て
い

（
（10
（

た
。
一
四
七
二
年
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
、
結
婚
の
権

利
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
所
領
分
与
を
認
め
さ
せ

（
（10
（

た
。
中
核
部
以
外
の
所
領
を
分
割
相
続
す
る
と
い
う
対
応
は
、
こ
こ
で
も
な
お
生
き
続
け
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
四
七
六
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
死
ぬ

（
（10
（

と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
た
だ
ち
に
そ
の
子
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
所
領
放

棄
を
行
わ
せ
、
所
領
の
分
散
に
歯
止
め
を
か
け

（
（10
（

た
。
一
五
世
紀
後
半
以
降
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
挙
侯
家
は
、
分
割
相
続
に
よ
る
勢
力
の
弱
体
化
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を
回
避
す
る
と
い
う
要
請
と
、
家
門
の
男
子
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
環
境
を
与
え
る
と
い
う
要
請
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
相
続
に
与
ら
な

い
男
子
を
大
司
教
・
司
教
の
ポ
ス
ト
に
就
け
る
と
い
う
政
策
を
す
す
め
て
い

（
（10
（

く
。

　

以
上
の
よ
う
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
は
、
お
お
よ
そ
一
四
〇
〇
年
前
後
の
試
み
に
よ
り
、
深
刻
な
支
配
分
割
を
回
避
し
つ
つ
家
門
メ
ン
バ
ー
を

し
か
る
べ
く
養
う
と
い
う
体
制
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
世
後
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
家
門
の
相
続
を
め
ぐ
る
展
開
は
、
一
方
で
、
伝
統
的

な
分
割
相
続
を
克
服
し
て
家
門
の
勢
力
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
次
第
に
前
面
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、他
方
で
、

家
門
の
メ
ン
バ
ー
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
と
基
盤
を
保
証
す
る
と
い
う
家
門
的
配
慮
が
根
強
く
存
続
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
結

果
と
し
て
分
割
相
続
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
こ
と
は
領
邦
の
安
定
化
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
君
主
家
門
か
ら
独
立
し
た
、
抽
象
的
な
国
家
の
成
立
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
帰
結
に
は
、
や
は
り
金
印
勅

書
の
分
割
禁
止
規
定
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
王
選
挙
権
と
い
う
分
割
で
き
な
い
権
利
と
の
関
係
で
、
不
可

分
の
支
配
が
析
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
婚
姻
関

（
（10
（

係

　

君
主
家
門
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
婚
姻
は
、
相
続
と
並
ん
で
き
わ
め
て
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
君
主
家
門
の
婚
姻
関
係
と
婚
姻
政

策
は
、
当
該
家
門
の
狭
義
の
領
邦
支
配
を
越
え
て
、
広
い
範
囲
で
展
開
さ
れ
る
要
素
で
あ
っ
た
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
婚
姻
関
係
を
確
認
し
て
み
る
と
、
当
時
の
ラ
イ
ヒ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
侯
社
会
の
中
で
、
国
王
に
匹
敵
す
る
高
い
威

信
が
こ
の
家
門
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

（
（10
（

る
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
は
、一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
、多
く
の
ド
イ
ツ
国
王
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
は
、
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一
二
七
四
年
に
後
妻
と
し
て
、
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
の
娘
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
を
迎
え
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
と
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
の
兄
弟
は
彼
女
か
ら
生
ま
れ
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
は
、
国
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
の
娘
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
を
妻
と

し
た
。
そ
の
子
で
一
三
一
二
年
に
早
世
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
娘
マ
リ
ア
と
婚
約
し
て
い
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
二

世
の
娘
ア
ン
ナ
は
国
王
カ
ー
ル
四
世
と
結
婚
す
る
が
、
彼
女
が
生
ん
だ
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
一
三
五
一
年
に
夭
折
し
、
彼
女
自
身
も
一
三
五
三

年
に
死
去
し
た
。

　

ル
ー
ド
ル
フ
二
世
・
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
以
後
の
宮
中
伯
の
配
偶
者
選
び
を
見
る
と
、
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
の
最
初
の
妻
は
ケ
ル
ン
テ
ン
公

家
の
ア
ン
ナ
、
二
番
目
の
妻
は
シ
チ
リ
ア
王
家
の
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
最
初
の
妻
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
・

ナ
ミ
ュ
ー
ル
伯
ヨ
ハ
ン
一
世
の
娘
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
、
後
妻
は
ユ
ー
リ
ヒ
・
ベ
ル
ク
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
娘
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
ル
ー

プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
、
シ
チ
リ
ア
王
ペ
ー
タ
ー
二
世
の
娘
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
を
妻
に
迎
え
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
（
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
）
は

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
の
娘
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
結
婚
し
た
。
彼
の
息
子
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
四
世
の
娘
ブ
ラ
ン
カ
と
結
婚

（
（11
（

し
、
彼
女
の
死
後
は
、
サ
ヴ
ォ
イ
公
家
の
マ
テ
ィ
ル
デ
を
妻
に
迎
え
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
四
世
は
、
サ
ヴ
ォ
イ
公
ア
マ
デ
ウ
ス
八
世
の
娘
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
結
婚
す
る
が
、
彼
女
は
ナ
ポ
リ
王
で
あ
っ
た
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
の
ル
イ
の

寡
婦
で
あ
っ

（
（11
（

た
。
彼
の
養
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
結
婚
相
手
と
し
て
、
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
当
初
、
中
ラ
イ
ン
地
方
に
富
裕
な
支
配
を

誇
っ
た
カ
ッ
ツ
ェ
ン
エ
ル
ン
ボ
ー
ゲ
ンK

atzenelnbogen

伯
の
娘
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
エ
や
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
シ
ャ
ル
ル
の
娘
マ
リ
ア
な
ど

の
相
続
娘
と
の
結
婚
を
策
し
た
が
実
現
せ
ず
、
最
終
的
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
富
裕
公
）

の
娘
で
あ
っ
た
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
結
婚
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
家
門
メ
ン
バ
ー
の
結
婚
相
手
も
、
具
体
的
な
所
領
政
策
が
関
係
し
な
い
場
合
は
、
概
し
て
諸
侯
家
門
で
あ
っ
た
。
ル
ー
プ
レ

ヒ
ト
三
世
（
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
）
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
早
世
し
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
・
ピ
パ
ン
は
中
ラ
イ
ン
地
方
で
プ
フ
ァ
ル
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ツ
の
支
配
に
接
し
て
所
領
を
有
し
た
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
家
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
結
婚
し
た
。
娘
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公

カ
ー
ル
一
世
に
、
ア
グ
ネ
ス
は
ク
レ
ー
ヴ
ェ
公
ア
ー
ド
ル
フ
に
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
）
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

に
嫁
い
だ
。
ヨ
ハ
ン
の
最
初
の
妻
は
、
ポ
ン
メ
ル
ン
公
家
の
カ
タ
リ
ナ
、
二
番
目
の
妻
は
バ
イ
エ
ル
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
家
の
ベ
ア
ト
リ
ク

ス
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
は
、
や
は
り
中
ラ
イ
ン
地
方
で
宮
中
伯
支
配
の
近
く
に
所
領
を
有
し
た
フ
ェ
ル
デ
ン
ツ
伯
の
相
続
娘
で
あ
っ

た
ア
ン
ナ
を
妻
と
し
、
オ
ッ
ト
ー
は
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
公
家
の
ヨ
ハ
ン
ナ
を
娶
っ
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
の
娘
メ
ヒ
テ
ィ
ル

ト
は
、
最
初
の
結
婚
で
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
に
、
二
度
目
の
結
婚
で
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
弟
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
六
世
に
嫁
い
で
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
婚
姻
関
係
は
、
家
門
の
占
め
た
高
い
地
位
と
ド
イ
ツ
王
権
と
の
密
接
な
関
係
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
こ
の
家
門
が
ド
イ
ツ
内
部
に
と
ど
ま
ら
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
侯
社
会
の
中
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
注
意
を
促
す
も

の
で
も
あ
る
。
君
主
家
門
の
意
義
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
を
前
景
に
引
き
出
す
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
墓
所
の
選
択

　

貴
族
家
門
の
確
立
と
家
門
意
識
の
あ
り
方
に
と
っ
て
、
墓
所
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

（
（11
（

る
。
ラ
イ
ン
宮
中
伯

の
墓
所
は
、
中
世
後
期
の
間
に
興
味
深
い
変
遷
を
経
験
し

（
（11
（

た
。
墓
所
選
択
に
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
支
配
観
と
領
邦
の
構
造
に
加
え
て
、
政

治
的
状
況
や
そ
の
人
物
の
家
門
内
部
で
の
位
置
も
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ

（
（11
（

る
。

　

ま
ず
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
東
方
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
シ
ェ
ー
ナ
ウSchöna

（
（11
（u

が
墓
所
と
な
り
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
息
子
で
一
三
二
七
年

に
早
逝
し
た
ア
ー
ド
ル
フ
が
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の
修
道
院
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
以
前
の
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
や
ヴ
ェ
ル
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フ
ェ
ン
家
の
宮
中
伯
が
葬
ら
れ
て
い
た
場
所
で
も
あ
り
、
こ
の
選
択
に
は
宮
中
伯
と
し
て
の
伝
統
に
結
び
つ
こ
う
と
す
る
意
思
が
示
さ
れ
て

い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
メ
ン
バ
ー
は
お
お
む
ね
バ
イ
エ
ル
ン
の
修
道
院
に
葬
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
に
対
し
て
ア
ー
ド
ル
フ
の
墓
所
の
選
定
は
、
当
時
な
お
宮
中
伯
領
を
争
っ
て
い
た
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
な
ど
の
バ
イ
エ
ル
ン

系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
に
対
し
て
、
支
配
権
を
主
張
す
る
ル
ー
ド
ル
フ
系
（
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
）
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
姿
勢
を
あ

ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

（
（11
（

る
。

　

次
に
墓
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
トN
eustadt (an der H

aardt

な
い
しan der W

einstraße) 

の
聖
エ
ギ
デ
ィ
ウ

ス
参
事
会
教
会St.A

egidien Stiftskirche

で
あ
っ
た
。
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
、
早
く
か
ら
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、

宮
中
伯
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
が
そ
の
晩
年
の
大
半
を
過
ご
し
た
都
市
で
も
あ
っ
た
が
、
一
三
五
三
年
に
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
が
死
去
し
た
際

に
、
彼
は
こ
こ
の
教
区
教
会Pfarrkirche
で
あ
っ
た
聖
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
教
会
を
共
住
聖
職
者
教
会K

ollegiatstift

化
す
る
よ
う
遺
言
し
、

一
三
五
六
年
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
こ
の
遺
言
を
実
行
し

（
（11
（

た
。
そ
の
後
、
教
会
は
大
規
模
に
増
築
さ
れ
、
こ
の
二
人
の
宮
中
伯
が
こ
こ
に

墓
所
を
得
る
こ
と
と
な
っ

（
（11
（

た
。
こ
の
選
択
の
背
景
に
は
、
外
界
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
独
自
の
修
道
会
組
織
に
属
す
る
シ
ト
ー
派
修

道
院
に
対
し
て
、
領
邦
の
重
要
都
市
の
一
つ
に
、
よ
り
接
近
し
や
す
く
、
ま
た
君
主
の
意
向
が
よ
り
反
映
し
や
す
い
墓
所
教
会
を
設
立
す
る

と
い
う
宮
中
伯
の
意
向
が
想
定
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
教
会
は
、
リ
ン
ブ
ル
クLim

burg

修
道
院
の
ザ
ー
リ

ア
墓
所
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
リ
ー
プ
フ
ラ
ウ
エ
ンLiebfrauen
教
会
、
プ
ラ
ハ
の
フ
ァ
イ
トV

eit

大
聖
堂
な
ど
の
国
王
墓
所
の
他
、
パ
リ
の

サ
ン
ト
シ
ャ
ペ
ル
を
も
参
看
し
つ
つ
増
築
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
一
三
五
六
年
の
金
印
勅
書
で
認
め
ら
れ
た
選
挙
侯
と
し
て
の
地
位
を
表
現

し
、
他
の
有
力
家
門
に
匹
敵
す
る
威
信
を
示
そ
う
と
す
る
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
意
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

（
（11
（

い
。
ル
ー
プ
レ

ヒ
ト
一
世
は
ま
た
、
一
三
七
九
年
と
一
三
八
三
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
教
会
に
多
く
の
聖
遺
物
を
寄
進
し
て
、
自
身
の

魂
の
救
い
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
墓
所
教
会
の
聖
性
と
影
響
力
を
高
め
る
よ
う
つ
と
め

（
（12
（

た
。
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一
三
九
八
年
に
死
去
し
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
、
再
び
父
ア
ー
ド
ル
フ
と
同
じ
シ
ェ
ー
ナ
ウ
に
葬
ら
れ
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
家
門
の
内
部
で

の
こ
の
系
統
の
独
自
性
を
示
し
た

（
（12
（

が
、
そ
の
子
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
が
国
王
位
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
墓
所
選
択
は
画
期

的
な
変
化
を
見
せ
る
。
今
や
領
邦
の
「
首
都
」
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
教
会
が
、
聖
霊
参
事
会
教
会H

eiliggeiststif

（
（12
（t

へ
と
拡
充
さ
れ
、
君
主

家
門
の
祈
念
と
記
憶
に
お
け
る
中
心
と
な
る
。
教
会
は
、
ザ
ー
リ
ア
以
来
多
く
の
国
王
が
葬
ら
れ
て
い
た
シ
ュ
パ
イ
ア
ーSpeyer

の
大
聖

堂
を
手
本
と
し
て
増
築
さ
れ
、
い
わ
ば
国
王
礼
拝
堂capella regia

と
し
て
構
想
さ
れ

（
（12
（

た
。
こ
の
聖
霊
参
事
会
教
会
の
整
備
と
と
も
に
決

定
的
な
墓
所
教
会
が
出
現
し
、
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
夫
妻
が
こ
こ
に
墓
所
を
持
っ
た
の
に
続
い
て
、
以
後
の
宮
中
伯
や
家
門
メ
ン
バ
ー
は
、

基
本
的
に
こ
の
教
会
に
葬
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

（
（12
（

る
。
も
っ
と
も
、
著
し
い
例
外
は
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
で
、
彼
は
家
門
内

部
で
の
傍
系
的
地
位
を
反
映
し
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院
に
墓
所
を
得
た
が
、
彼
が
そ
こ
に
当
時
ド
イ
ツ
で
は

ま
だ
珍
し
か
っ
た
二
層
式
墓
碑
を
設
置
さ
せ
た
こ
と
は
、
こ
の
君
主
の
権
勢
と
自
己
意
識
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
ろ

（
（12
（

う
。

　

こ
れ
ら
宮
中
伯
た
ち
の
墓
碑
は
、
多
く
の
場
合
、
教
会
内
で
は
一
般
信
徒
の
近
づ
け
な
い
場
所
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
行
わ
れ
る

儀
式
に
つ
い
て
も
広
い
範
囲
の
人
間
に
達
す
る
作
用
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

（
（12
（

た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
以
後
、

宮
中
伯
の
命
日
の
周
年
祈
祷
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
寄
進
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
各
地
の
教
会
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
家
門
と
結
び
つ
い
た
プ

フ
ァ
ル
ツ
意
識
の
醸
成
を
考
え
る
う
え
で
、
興
味
深
い
展
開
で
あ

（
（12
（

る
。
更
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
埋
葬
・
祈
念
上

の
構
想
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
領
邦
国
家
史
と
し
て
は
別
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

プ
フ
ァ
ル
ツ
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
間
に
家
門
を
通
じ
た
相
互
関
係
が
存
し
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
、
や
は
り
興
味
深
い
点
で
あ

（
（12
（

る
。

（
１
）O

tto B
ru

n
n

er, Land und H
errschaft. Grundfragen der territorialen V

erfassungsgeschichte Ö
sterreichs im

 M
ittelalter, 1. 
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A
ufl. 1939, 3. A

ufl. 1943, 4. A
ufl. 1959.

（
２
）
さ
し
あ
た
り
、Ernst S

ch
u

bert, Fürstliche H
errschaft und T

erritorium
 im

 späten M
ittelalter (Enzyklopädie D

eutscher 
Geschichte, Bd. 35), M

ünchen 1996, S. 52 ff. 

日
本
語
文
献
と
し
て
、
服
部
良
久
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
領
邦
形
成
と
貴
族
社
会
」『
岩
波
講

座　

世
界
歴
史　

八　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
長　

一
一
─
一
五
世
紀
』（
一
九
九
八
年　

岩
波
書
店
）
二
〇
一－

二
二
〇
頁
。
ま
た
、
ブ
ル
ン
ナ
ー

学
説
の
学
問
史
的
背
景
と
位
置
に
つ
い
て
は
、
西
川
洋
一
「V

olksgeschichte

とV
erfassungsgeschichte

」『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
〇
九
巻

九
・
一
〇
号
（
一
九
九
六
年
）
一
三
〇－

一
七
一
頁
お
よ
び
同
「
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
「
ラ
ン
ト
」
論
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
」『
国

家
学
会
雑
誌
』
一
二
三
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
八－

一
五
八
頁
を
参
照
。

（
３
）Peter M

o
r

a
w

, D
ie E

ntfaltung der deutschen T
erritorien im

 14. und 15. Jahrhundert, in: G
abriel S

ila
g

i (H
g.), 

Landesherrliche K
anzleien im

 Spätm
ittelalter, Bd. 1, M

ünchen 1984, S. 61-108, S. 74; E. S
ch

u
bert, a. a. O

.（
注
２
）, S. 52; 

H
artm

ut B
o

o
ck

m
a

n
n, H

einrich D
o

rm
eier, K

onzilien, K
irchen- und Reichsreform

 (1410-1495), (Gebhardt. H
andbuch der 

deutschen Geschichte, 10. A
ufl., Bd. 8), Stuttgart 2005, S. 155. 

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
侯
領
邦
に
つ
い
て
の
新
し
い
概
観
と
し

て
、W

erner P
a

r
a

v
ic

in
i (H

g.), H
öfe und R

esidenzen im
 spätm

ittelalterlichen R
eich. E

in dynastisch-topographisches 
H

andbuch. T
eilbd. 1: D

ynastien und H
öfe, (Residenzenforschung, Bd. 15. 1), O

stfildern 2003, S. 418-915. 

諸
侯
身
分
に
属
さ

な
い
グ
ラ
ー
フ
・
ヘ
ル
の
領
邦
支
配
に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe und Residenzen 

im
 spätm

ittelalterlichen Reich. Grafen und H
erren. 2 T

eilbde., (Residenzenforschung, Bd. 15. 4), O
stfildern 2012. 

諸
侯
領

邦
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、K

arl-H
einz S

piess, Research on the Secular Princes of the H
oly Rom

an Em
pire: State-of-the-

A
rt and Perspectives, in: T

horsten H
u

t
h

w
elk

er et al. (eds.), Princely Rank in Late M
edieval Europe. T

rodden Paths 
and Prom

ising A
venues, (R

a
n

k, Politisch-soziale O
rdnungen im

 m
ittelalterlichen Europa, Bd. 1), S. 27-47 

お
よ
びA

ndreas 
B

ih
rer, Research on the Ecclesiastical Princes in the Later M

iddle A
ges: State-of-the-A

rt and Perspectives, in: Ebenda, S. 
49-70 

も
参
照
。
な
お
、
日
本
語
文
献
で
、
領
邦
の
多
様
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
服
部
良
久
、
前
掲
（
注
２
）、
二
一
五－

二
一
八
頁
。

（
４
）
本
稿
で
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
地
位
お
よ
び
そ
の
領
邦
支
配
を
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
呼
ぶ
。
歴
史
上
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
概
念
の
多
様
性
に
つ
い
て

は
、H

ansjörg P
ro

bst, D
ie Pfalz. A

ls historischer Begriff, M
annheim

 1984 

お
よ
びFranz S

t
a

a
b (H

g.), D
ie Pfalz. Problem

e 
einer Begriffsgeschichte vom

 K
aiserpalast auf dem

 Palatin bis zum
 heutigen Regierungsbezirk, (V

eröffentlichungen der 
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Pfälzischen Gesellschaft zur Förderung der W
issenschaften in Speyer, Bd. 81), Speyer 1990 

を
参
照
。

（
５
）
中
世
後
期
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
（
プ
フ
ァ
ル
ツ
）
の
歴
史
に
と
っ
て
基
本
的
な
史
料
要
録
と
し
て
、Regesten der Pfalzgrafen am

 
Rhein 1214-1508, Bd. 1: Regesten der Pfalzgrafen am

 Rhein 1214-1400, bearb. v. A
dolf K

o
ch und Jakob W

ille, Innsbruck 
1894, Bd. 2: Regesten K

önig Ruprechts, bearb. v. Graf L. v. O
bern

d
o

rff, N
achträge, Ergänzungen und Berichtigungen 

zum
 I. und II. Band, N

am
en-und Sachregister zum

 II. Band, bearb. v. M
anfred K

rebs, Innsbruck 1939. 

網
羅
的
な
証
書
集

は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
以
下
の
史
料
集
で
重
要
な
証
書
を
参
看
し
う
る
に
と
ど
ま
る
。Franz M

ichael W
it

t
m

a
n

n (H
g.), M

onum
enta 

W
ittelsbacensia. U

rkundenbuch zur G
eschichte des H

auses W
ittelsbach, 2 B

de., (Q
uellen und E

rörterungen zur 
bayerischen und deutschen Geschichte, A

lte Folge, Bd. 5, 6), M
ünchen 1857, 1861, (N

D
 A

alen 1969); H
ans R

a
ll (H

g.), 
W

ittelsbacher H
ausverträge des späten M

ittelalters. D
ie haus- und staatsrechtlichen U

rkunden der W
ittelsbacher 

von 1310, 1329, 1392/93, 1410 und 1472, (Schriftenreihe zur bayerischen Landesgeschichte, Bd. 71), M
ünchen 1987; 

M
einrad S

ch
a

a
b (H

g.), Rüdiger L
en

z (Bearb.), A
usgew

ählte U
rkunden zur T

erritorialgeschichte der K
urpfalz 1156-1505, 

(V
eröffentlichungen der K

om
m

ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W
ürttem

berg, Reihe A
: Q

uellen, Bd. 41), 
Stuttgart 1998. 

そ
の
他
、
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
時
代
に
つ
い
て
の
叙
述
史
料
と
重
要
な
証
書
史
料
の
要
録
が
以
下
の
史
料
集
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。K

onrad H
o

fm
a

n
n (H

g.), Q
uellen zur Geschichte Friedrichs I. des Siegreichen, K

urfürsten von der Pfalz, 2 
Bde., (Q

uellen und Erörterungen zur bayerischen und deutschen Geschichte, A
lte Folge, Bd. 2, 3), M

ünchen 1862, 1863, 
(N

D
 A

alen 1969). 

こ
れ
ら
の
叙
述
史
料
に
つ
い
て
は
、Georg H

erzo
g, Friedrich I. der Siegreiche, K

urfürst von der Pfalz, nach 
zeitgenössischen Schriften. D

rei Q
uellenw

erke zu seiner Geschichte, in: M
HV


P 37/38 (1918), S. 89-128 

も
参
照
。
ま
た
、
ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ン
に
残
る
一
五
世
紀
後
半
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
（
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
区
）
関
係
史
料
の
要
録
と
し
て
、T

heodor J. S
ch

erg, Palatina 
aus dem

 V
atikan (1464-1484), in: M

HV


P 32 (1912), S. 109-190. 

こ
の
よ
う
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
関
し
て
史
料
の
刊
行
状
況
が
良
好
と
は
言

え
な
い
の
は
、
近
世
の
戦
乱
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
消
滅
時
の
支
配
変
動
に
よ
っ
て
、
元
来
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
保
存
さ
れ
て
い
た
史
料
が
消
失

な
い
し
各
所
に
分
散
し
た
こ
と
に
も
影
響
さ
れ
て
い
る
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
文
書
類
の
変
転
に
つ
い
て
、Franz X

. G
la

ssch
rö

d
er, Ü

ber die 
Schicksale rheinpfälzischer A

rchive, in: A
rchivalische Zeitschrift 38 (1929), S. 1-22, S. 1-4. 

プ
フ
ァ
ル
ツ
に
関
す
る
一
八
世
紀
ま

で
の
歴
史
研
究
の
諸
潮
流
に
つ
い
て
は
、Peter F

u
ch

s, Palatinatus Illustratus. D
ie historische Forschung an der kurpfälzischen 
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A
kadem

ie der W
issenschaften, (Forschungen zur Geschichte M

annheim
s und der Pfalz, NF

 Bd. 1), M
annheim

 1963 

を
参

照
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
史
に
関
す
る
一
九
世
紀
以
来
の
文
献
の
中
で
は
、
と
り
わ
け
、Ludw

ig H
ä

u
sser, Geschichte der Rheinischen 

Pfalz nach ihren politischen, kirchlichen und literarischen V
erhältnissen, 2 Bde., H

eidelberg 1845; Franz S
ch

n
a

bel, D
ie 

Stellung der rheinischen Pfalz in der deutschen Geschichte, in: M
annheim

er Geschichtsblätter 35 (1934), Sp.59-100; Eduard 
Z

ieh
en, M

ittelrhein und Reich im
 Zeitalter der Reichsreform

 1356-1504, 2 Bde., Frankfurt a. M
. 1934; Ludw

ig P
et

ry, D
as 

politische K
räftespiel im

 pfälzischen Raum
 vom

 Interregnum
 bis zur französischen Revolution. A

nliegen und A
nsätze 

der heutigen Forschung, in: RhV
jbll 20 (1950), S. 80-111.

（
６
）
エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
は
、
一
四
二
八
年
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
に
よ
る
認
識
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
支

配
権
の
錯
綜
・
係
争
状
態
が
近
世
の
法
学
に
よ
っ
て
「
非
閉
鎖
領
邦territorium

 non clausum

」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

E. S
ch

u
bert, a. a. O

.（
注
２
）, S. 6. 

も
っ
と
も
、
近
世
ド
イ
ツ
の
帝
国
国
法
論
に
お
け
る
「
非
閉
鎖
領
邦
」
と
「
閉
鎖
領
邦territorium

 
clausum

」
の
概
念
は
論
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
が
常
に
「
非
閉
鎖
領
邦
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
神
寳
秀
夫『
近
世
ド
イ
ツ
絶
対
主
義
の
構
造
』（
一
九
九
四
年　

創
文
社
）二
一
一－

二
一
九
頁
を
参
照
。
ま
た
、「
非
閉
鎖
領
邦
」

の
概
念
に
つ
い
て
、
神
寳
秀
夫
「
近
世
ド
イ
ツ
領
邦
絶
対
主
義
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
法
制
史
研
究
』
四
八
号
（
一
九
九
九
年
）
九
三－

一
一
八

頁
、
一
〇
一－

一
〇
二
頁
（
同
『
中
・
近
世
ド
イ
ツ
統
治
構
造
史
論
』（
二
〇
一
三
年　

創
文
社
）
一
一
三－

一
一
四
頁
）
も
参
照
。

（
７
）
中
世
中
期
・
後
期
ド
イ
ツ
東
部
の
領
邦
に
関
す
る
、
我
が
国
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
を
対
象
と
し
た
和
田
卓
朗
「
中
世
後
期
・

近
世
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
法
研
究
序
説
（
平
和
・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
・
憲
法
）（
一
）－

（
五
・
完
）」『
北
大
法
学
論
集
』
三
三
巻
三
号
（
一

九
八
二
年
）
八
三－

一
九
四
頁
、三
四
巻
二
号
（
一
九
八
三
年
）
七
五－

一
一
九
頁
、三
四
巻
六
号
（
一
九
八
四
年
）
一－

七
二
頁
、三
五
巻
一
・

二
号
（
一
九
八
四
年
）
一
五
五－

二
一
二
頁
、
三
七
巻
三
号
（
一
九
八
七
年
）
一－

七
〇
頁
、
お
よ
び
小
野
善
彦
「
一
三
一
一
年
の
オ
ッ
ト
ー

の
特
権
状
付
与
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
八
九
巻
一
一
号
（
一
九
八
〇
年
）
一－

三
八
頁
、
同
「
大
公
領
と
部
分
ラ
ン
ト
─
─
中
世
末
期
の
バ

イ
エ
ル
ン
─
─
」『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
九
号
（
一
九
八
〇
年
）
八
一－
一
〇
一
頁
、
同
「
下
バ
イ
エ
ル
ン
の
租
税
委
員
会
（
一
三
五
八
年
）
に

つ
い
て
」『
西
洋
史
学
』
一
三
三
号
（
一
九
八
四
年
）
三
六－

五
六
頁
、
同
「
上
バ
イ
エ
ル
ン
の
租
税
令
（
一
三
九
六
）
に
つ
い
て
」『
文
化
論

叢
』（
岩
手
大
）
一
号
（
一
九
八
四
年
）
三
五－

六
一
頁
、
同
「
中
世
末
期
バ
イ
エ
ル
ン
の
シ
ュ
テ
ン
デ
の
権
利
領
域
の
展
開
と
ラ
ン
ト
税
特
権

（
一
）」『
ア
ル
テ
ス
・
リ
ベ
ラ
レ
ス
』（
岩
手
大
）
三
六
号
（
一
九
八
五
年
）
七
七－
九
六
頁
、
辻
泰
一
郎
「
中
世
末
─
近
世
初
頭
バ
イ
エ
ル
ン
・
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ラ
ン
ト
議
会
に
お
け
る
立
法
審
議　

狩
猟
問
題
を
中
心
に
」
渡
辺
節
夫
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
会
に
お
け
る
統
合
と
調
整
』（
二
〇
一
一
年　

創
文
社
）
八
五－

一
二
九
頁
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
領
邦
形
成
を
論
じ
た
服
部
良
久
『
ド
イ
ツ
中
世
の
領
邦
と
貴
族
』（
一
九
九
八
年　

創
文
社
）、

研
究
案
内
と
し
て
、
同
「
領
邦
君
主
か
ら
皇
帝
へ
」
大
津
留
厚
他
編
『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
史
研
究
入
門
』（
二
〇
一
三
年　

昭
和
堂
）
一
六－

二
四

頁
、テ
ィ
ロ
ー
ル
を
対
象
と
し
た
若
曽
根
健
治「
伯
領
フ
ィ
ン
チ
ュ
ガ
ウ
に
お
け
る
ラ
ン
ト
法
的
構
造
─
─
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
成
立
史
序
説（
一
）

─
（
二
・
完
）」『
熊
本
法
学
』
二
二
号
（
一
九
七
四
年
）
四
六－

九
九
頁
、
二
三
号
（
一
九
七
四
年
）
六
九－

一
七
六
頁
、
同
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー

ル
農
村
部
に
お
け
る
租
税
制
度
」『
法
制
史
研
究
』
二
五
号
（
一
九
七
六
年
）
八
九－

一
三
三
頁
、
同
「
領
邦
テ
ィ
ロ
ー
ル
都
市
部
に
お
け
る
租

税
制
度
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
二
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
一
─
二
五
頁
、同
「
伯
領
テ
ィ
ロ
ー
ル
一
四
、五
世
紀
に
お
け
る
官
職
譲
与
（
一
）」

『
熊
本
法
学
』
二
五
号
（
一
九
七
六
年
）
一
〇
九－

一
四
一
頁
、
同
「
テ
ィ
ロ
ー
ル
森
林
令
雑
考
─
─
領
邦
立
法
史
研
究
覚
書
─
─
」『
熊
本
法

学
』
二
七
号
（
一
九
七
八
年
）
一－

四
四
頁
、
お
よ
び
服
部
良
久
『
ア
ル
プ
ス
の
農
民
紛
争　

中
・
近
世
の
地
域
公
共
性
と
国
家
』（
二
〇
〇
九

年　

京
都
大
学
学
術
出
版
会
）、
ザ
ク
セ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
領
邦
を
扱
っ
た
早
川
良
弥
「
中
独
東
部
に
お
け
る
領
域
支

配
権
の
展
開
」
清
水
盛
光
・
会
田
雄
次
編
『
封
建
国
家
の
権
力
構
造
』（
一
九
六
七
年　

創
文
社
）
四
五
五－

五
一
二
頁
、
中
村
賢
二
郎
「
身
分

制
領
邦
国
家
論
─
─
ザ
ク
セ
ン
を
中
心
に
し
て
─
─
」
同
書
五
一
三－

五
六
九
頁
、千
葉
徳
夫
「
中
東
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
デ
ィ
ン
グ
─
─
ヴ
ェ
ッ

テ
ィ
ー
ン
家
領
邦
国
家
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
」『
法
制
史
研
究
』
二
六
号
（
一
九
七
六
年
）
八
七－

一
三
〇
頁
、
同
「
中
世
後
期
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
に
お
け
る
ラ
ン
ト
平
和
」『
史
観
』
九
九
号
（
一
九
七
八
年
）
一
八－

三
〇
頁
、
同
「
中
世
後
期
に
お
け
る
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家
の
ラ
ン

デ
ス
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
展
開
」『
西
洋
史
論
叢
』
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
三
一－

六
四
頁
、
同
「
一
四
四
六
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ラ
ン
ト
條
令

─
─
領
邦
身
分
制
と
行
政
立
法
─
─
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
七
巻
一
号
（
一
九
八
一
年
）
六
五－

八
六
頁
、
同
「
中
世
後
期
─
近
世
初
期
に
お

け
る
領
邦
の
財
政
と
領
邦
等
族
」『
法
律
論
叢
』
五
七
巻
六
号
（
一
九
八
五
年
）
一
二
五－

一
七
一
頁
、
同
「
中
世
後
期
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お

け
る
建
設
都
市
に
つ
い
て
─
─
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
中
心
と
し
て
─
─
」『
法
律
論
叢
』
五
九
巻
五
・
六
号
（
一
九
八
七
年
）
五
一－

九
六
頁
、同
「
中

世
末
─
近
世
の
宮
廷
所
在
都
市
ヴ
ァ
イ
マ
ル
」『
社
会
科
学
研
究
』（
明
治
大
）
二
八
巻
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
九
五－

二
一
九
頁
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
中
世
後
期
に
お
い
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
属
し
て
い
た
チ
ェ
コ
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
秀
登
『
王
権
と
貴
族　

中
世
チ
ェ
コ
に
み
る

中
欧
の
国
家
』（
一
九
九
一
年　

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
）、
同
『
プ
ラ
ハ
の
異
端
者
た
ち
』（
一
九
九
八
年　

現
代
書
館
）、
同
「
一

五
～
一
六
世
紀
の
チ
ェ
コ
の
貴
族
層
と
王
権
」
渡
辺
節
夫
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
会
に
お
け
る
統
合
と
調
整
』（
二
〇
一
一
年　

創
文
社
）
二

六
二－

二
八
一
頁
、
藤
井
真
生
「
一
三
世
紀
チ
ェ
コ
に
お
け
る
貴
族
共
同
体
の
展
開
と
王
権
」『
史
林
』
八
三
巻
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
七
一－
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一
〇
三
頁
、
同
「
中
世
チ
ェ
コ
に
お
け
る
王
国
共
同
体
概
念
─
─
『
ダ
リ
ミ
ル
年
代
記
』
の
検
討
を
中
心
に
」『
史
林
』
八
五
巻
一
号
（
二
〇
〇

二
年
）
八
八－

一
〇
六
頁
、
同
「
中
世
チ
ェ
コ
貴
族
の
台
頭
と
君
主
─
─
教
会
統
治
を
巡
っ
て
」『
西
洋
史
学
』
二
〇
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一

－
二
二
頁
、
同
「
一
三
世
紀
チ
ェ
コ
王
権
の
政
策
に
お
け
る
都
市
の
役
割
」『
史
林
』
八
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
六－

一
〇
五
頁
。

（
８
）
ド
イ
ツ
西
部
の
領
邦
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
出
口
裕
子
「
中
世
後
期
及
び
近
世
初
頭
期
に
お
け
る
領
邦
国
家
と
諸
身
分　

ラ
イ

ン
下
流
域
ユ
ー
リ
ヒ
＝
ベ
ル
ク
公
領
を
事
例
と
し
て
」『
西
洋
史
論
叢
』
一
九
号
（
一
九
九
七
年
）
七
三－

八
八
頁
、
拙
稿
「
中
世
後
期
ド
イ
ツ

の
領
邦
と
家
門
─
─Levold von N

orthof 

の
『
マ
ル
ク
伯
年
代
記
』
を
素
材
と
し
て
」
小
川
浩
三
編
『
複
数
の
近
代
』（
二
〇
〇
〇
年　

北

海
道
大
学
図
書
刊
行
会
）
六
九－

一
〇
六
頁
、
田
中
史
高
「
一
四
世
紀
後
半
ホ
ラ
ン
ト
伯
領
諸
都
市
の
「
会
合
行
動
」（dagvaarten

）」
小
倉

欣
一
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
化
と
統
合－

国
家
・
民
族
・
社
会
の
史
的
考
察
─
』（
二
〇
〇
四
年　

太
陽
出
版
）
一
三
一－

一
四
九
頁
、
同
「
一

四
世
紀
半
ば
ホ
ラ
ン
ト
伯
領
に
お
け
る
釣
針
・
鱈
党
争
」『
西
洋
史
論
叢
』
三
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
九－

七
三
頁
、
藤
井
美
男
「
一
五
世
紀

ブ
ラ
バ
ン
ト
顧
問
院
の
成
立
に
つ
い
て
」『
経
済
学
研
究
』（
九
州
大
）
七
六
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
八
一－

九
八
頁
な
ど
。
大
司
教
や
司
教

な
ど
を
君
主
と
す
る
聖
界
領
邦
は
、
非
閉
鎖
領
邦
と
し
て
の
性
格
を
備
え
る
も
の
が
多
い
が
、
中
世
中
期
・
後
期
ド
イ
ツ
の
聖
界
領
邦
に
つ
い

て
の
我
が
国
に
お
け
る
研
究
と
し
て
は
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
領
を
扱
っ
た
山
田
欣
吾
「
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
（
二
世
）
の

領
国
形
成
政
策
（
一
二
二
一－

一
二
四
六
年
）」『
経
済
学
研
究
』（
一
橋
大
）
一
八
号
（
一
九
七
四
年
）
一
二
九－

二
〇
二
頁
（
同
『
国
家
そ
し

て
社
会
』（
一
九
九
二
年　

創
文
社
）
八
一－
一
四
六
頁
に
も
収
録
）、
同
「
一
三
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
領
国
」『
人
文
科

学
研
究
』（
一
橋
大
）
一
七
号
（
一
九
七
七
年
）
二
七－

八
八
頁
（
同
書
一
四
七－

二
〇
〇
頁
に
も
収
録
）、
同
「
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
座
聖

堂
参
事
会
の
人
的
構
成
」『
一
橋
論
叢
』
八
三
巻
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
二
一－

四
四
頁
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
領
を
扱
っ
た
倉
塚
平
「
領
邦
身

分
制
国
家
か
ら
領
邦
絶
対
主
義
へ
─
─
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
司
教
と
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
全
ギ
ル
ド
会
議
の
対
決
─
─
」『
社
会
科
学
研
究
』（
明
治
大
）

二
八
巻
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
四
三－

一
九
四
頁
、
ト
リ
ー
ア
大
司
教
領
邦
を
扱
っ
た
櫻
井
利
夫
『
中
世
ド
イ
ツ
の
領
邦
国
家
と
城
塞
』（
二

〇
〇
〇
年　

創
文
社
）、バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
領
を
対
象
と
し
た
名
城
邦
夫
『
中
世
ド
イ
ツ
・
バ
ム
ベ
ル
ク
司
教
領
の
研
究　

貨
幣
経
済
化
と
地
代
』

（
二
〇
〇
〇
年　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
ケ
ル
ン
大
司
教
領
を
対
象
と
し
た
宮
坂
康
寿
「
一
四
世
紀
ケ
ル
ン
大
司
教
領
に
お
け
る
ア
ム
ト
の
質
入

れ
と
領
域
政
策
」『
史
林
』
八
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
一
〇－

一
四
〇
頁
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
領
の
成
立
を
論
じ
た
小
山
寛
之
「
聖
界
領

邦
の
形
成
と
聖
堂
参
事
会
制
─
─
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
の
治
世
（
一
一
八
三－

一
二
〇
〇
）
を
中
心
と
し
て
」『
西
洋
史
論
叢
』

二
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一－

二
一
頁
な
ど
が
あ
る
。
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（
９
）
皆
川
卓
「
ド
イ
ツ
諸
侯
軍
の
近
世
的
変
容
─
─
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
の
軍
事
権
力
を
例
に
─
─
」『
歴
史
学
研
究
』
八
二
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）

六
〇－

七
四
頁
、
六
一－

六
四
頁
。

（
10
）E. S

ch
u

bert, a. a. O
.（

注
２
）, S. 101f.; A

lois G
erlich, Interterritoriale System

bildungen zw
ischen M

ittelrhein und Saar 
in der zw

eiten H
älfte des 14. Jahrhunderts, in: B

D
LG

 111(1975), S. 103-137 (D
e

r
s., T

erritorium
, R

eich und K
irche. 

A
usgew

ählte Beiträge zur m
ittelrheinischen Landesgeschichte. Festgabe zum

 80. Geburtstag, (V
eröffentlichungen der 

H
istorischen K

om
m

ission für N
assau 74), W

iesbaden 2005, S. 365-400 

に
も
収
録
）; D

ers., Geschichtliche Landeskunde des 
M

ittelalters. Genese und Problem
e, D

arm
stadt 1986, S. 303-311.

（
11
）
以
下
の
記
述
は
、M

einrad S
ch

a
a

b und Peter M
o

ra
w, T

erritoriale Entw
icklung der K

urpfalz (von 1156 bis 1792), in: W
illi 

A
lt

e
r (H

g.), Pfalzatlas, T
extband 1, Speyer 1970, S. 393-428; M

einrad S
c

h
a

a
b, D

ie F
estigung der pfälzischen 

T
erritorialm

acht im
 14. Jahrhundert, in: H

ans P
a

t
ze (H

g.), D
er deutsche T

erritorialstaat im
 14. Jahrhundert, Bd.2, 

(V
orträge und Forschungen, Bd. 14), Sigm

aringen 1971, S. 171-197, S. 172-178; D
ers., Geschichte der K

urpfalz, Bd. 1: 
M

ittelalter, Stuttgart 1988, S. 18-219; D
ers., H

öhepunkt und Sturz der kurpfälzischen M
acht 1449-1508, in: Pfalzatlas. 

T
extband 4, Speyer 1990, S. 1838-1846; D

ers., K
urpfalz, in: D

ers und H
ansm

artin S
ch

w
a

rzm
a

ier (H
g.), H

andbuch der 
Baden-W

ürttem
bergischen Geschichte, Bd. 2: D

ie T
erritorien im

 alten Reich, Stuttgart 1995, S. 247-333, S. 247-285; D
ers., 

Zeitstufen und Eigenart der pfälzischen T
erritorialentw

icklung im
 M

ittelalter, in: V
olker R

ö
d

el (Red.), M
ittelalter. D

er 
Griff nach der K

rone. D
ie Pfalzgrafschaft bei Rhein im

 M
ittelalter, Regensburg 2000, S. 15-36

に
よ
る
。
な
お
、V. R

ö
d

el, a. a. O
., 

所
収
の
諸
論
文
は
、V

olker R
ö

d
el (Red.), M

ittelalter. Schloss H
eidelberg und die Pfalzgrafschaft bei Rhein bis zur Reform

ationszeit, 
Regensburg 2000

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
地
方
史
地
図
と
し
て
、W

illi A
lt

er (H
g.), Pfalzatlas, Speyer 1963 ff., N

r. 62-65, 140 

も

参
照
。

（
12
）
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
君
主
た
ち
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
地
位
を
バ
イ
エ
ル
ン
公
の
そ
れ
よ
り
も
高
貴
な
も
の
と
見
な
し
、
証
書
な
ど

で
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
タ
イ
ト
ル
を
先
に
記
載
し
た
。M

. S
ch

a
a

b, K
urpfalz 

（
注
11
）, S. 256; Siegfried H

o
fm

a
n

n, U
rkundenw

esen, 
K

anzlei und Regierungssystem
 der H

erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein von 1180 bzw
. 1214 bis 1255 bzw

. 
1294, (M

ünchener H
istorische Studien, A

bteilung Geschichtliche H
ilfsw

issenschaften, Bd. 3), K
allm

ünz 1967, S. 45.
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（
13
）
た
だ
し
、
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
所
領
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
政
治
的
活
動
を
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
無
視
で
き
な
い

意
味
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
同
家
出
身
の
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
統
治
に
と
っ
て
、
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
近
い
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
重
要
な

都
市
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、P. M

o
ra

w, D
ie kurfürstliche Politik 

（
注
22
）, S. 78 ff.

（
14
）Christoph Freiherr von B

ra
n

d
en

st
ein, U

rkundenw
esen und K

anzlei, Rat und Regierungssystem
 des Pfälzer K

urfürsten 
Ludw

ig III. (1410-1436), (V
eröffentlichungen des M

ax-Planck-Instituts für Geschichte, Bd. 71), Göttingen 1983, S. 35 ff.

（
15
）
一
四
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
い
て
最
も
成
功
し
た
領
邦
君
主
の
一
人
で
あ
る
、
こ
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
つ
い
て
は
、Ernst B

o
ck, 

K
urfürst Ruprecht I. von der Pfalz 1309-1390, in: K

urt von R
a

u
m

er und K
urt B

a
u

m
a

n
n (H

g.), D
eutsche W

esten-D
eutsches 

Reich. Saarpfälzische Lebensbilder, Bd. 1, K
aiserslautern 1938, S. 27-44; Jürgen M

iet
h

k
e, Ruprecht I., der Erbauer der 

Stiftskirche in N
eustadt a. d. W

. und Gründer der U
niversität H

eidelberg, in: N
eustadt und die K

urpfalz. D
ie U

niversität 
H

eidelberg und ihre Beziehungen zur linksrheinischen Pfalz. K
atalog der Jubiläum

sausstellung H
eidelberg, 31. Juli 1986-

29. A
ugust 1986, S. 23-37 

も
参
照
。

（
16
）
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
カ
ー
ル
四
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、H

ubert R
ö

h
ren

beck, K
arl IV

. und die Pfalzgrafen bei Rhein, in: BD
LG 

114 (1978), S. 613-643. 

（
17
）
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
関
し
て
は
、A

lois G
erlich, K

önig Ruprecht von der Pfalz (1352-1410), in: H
artm

ut H
a

rt
h

a
u

sen (H
g.), 

Pfälzer Lebensbilder, Bd. 4, Speyer 1987, S. 9-60 

も
参
照
。

（
18
）
一
五
世
紀
に
は
こ
の
系
統
の
一
部
（
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
・
フ
ェ
ル
デ
ン
ツV

eldenz

）
の
み
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
本
家

と
し
ば
し
ば
政
治
的
に
対
立
し
た
。後
年
こ
の
系
統
の
子
孫
が
、プ
フ
ァ
ル
ツ
本
家
断
絶
後
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
本
領
を
、更
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
ヴ
ィ
ッ

テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
断
絶
後
は
バ
イ
エ
ル
ン
公
領
を
も
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
19
）
こ
の
う
ち
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
モ
ス
バ
ッ
ハ
系
統
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、Günther W

ü
st, Pfalz-M

osbach (1410-1499). Geschichte 
einer pfälzischen Seitenlinie des 15. Jahrhunderts unter besonderer Berücksichtigung der T

erritirialpolitik, (D
iss. phil., 

H
eidelberg), Bam

berg 1976 

を
参
照
。
ま
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
系
統
に
つ
い
て
は
、K

urt B
a

u
m

a
n

n, T
erritoriale 

Entw
icklung des H

erzogtum
s Pfalz-Zw

eibrücken von 1444 bis 1793, in: W
illi A

lt
er (H

g.), Pfalzatlas. T
extband 2, Speyer 

1980, S. 1213-1224. 

ま
た
、W

. A
lt

er, a. a. O
.（

注
11
）, N

r. 66 

の
地
図
も
参
照
。
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（
20
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
と
帝
国
政
治
・
教
会
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 E

berh
a

rd, Ludw
ig III. K

urfürst von der Pfalz 
und das Reich 1410-1427. Ein Beitrag zur deutschen Reichsgeschichte unter K

önig Sigm
und, Giessen 1896. 

（
21
）
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
史
上
の
盛
期
を
実
現
し
、
一
五
世
紀
後
半
の
帝
国
政
治
に
お
い
て
も
最
重
要
ア
ク
タ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
、
こ
の
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
一
世
に
つ
い
て
は
、Jakob W

ille, Friedrich der Siegreiche. K
urfürst von der Pfalz, H

eidelberg 1904; Fritz E
rn

st, 
K

urfürst Friedrich I. der Siegreiche von der Pfalz 1425-1476, in: K
. v. R

a
u

m
er und K

.B
a

u
m

a
n

n (H
g.), a. a. O

.（
注
15
）, S. 45-

59; Bernhard R
o

lf, K
urpfalz, Südw

estdeutschland und das Reich 1449-1476. D
ie Politik des Pfalzgrafen und K

urfürsten 
Friedrich des Siegreichen, (D

iss. phil., H
eidelberg), H

eidelberg 1981; Eberhard H
o

lt
z, Friedrich I., K

urfürst von der Pfalz 
(1449-1476), in: D

ers., und W
olfgang H

u
sch

n
er (H

g.), D
eutsche Fürsten des M

ittelalters. Fünfundzw
anzig Lebensbilder, 

Leipzig 1995, S. 370-382 
も
参
照
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
期
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
皆
川
卓
、
前
掲
論
文
（
注
９
）、
六
六－

六
八
頁
。

（
22
）Peter M

o
ra

w, D
ie kurfürstliche Politik der Pfalzgrafschaft im

 Spätm
ittelalter, vornehm

lich im
 späten 14. und frühen 

15. Jahrhundert, in: Jahrbuch für w
estdeutsche Landesgeschichte 9 (1983), S. 75-97, S. 82 f.; M

. S
ch

a
a

b, Geschichte

（
注
11
）, 

S. 64 ff.

（
23
）Jacob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 6, P. 1, H

annover 1914-1927, N
r. 628, A

rt. 7; M
. S

ch
a

a
b-R. L

en
z, a. a. O

.（
注
５
）, N

r. 
48, A

rt. 7.

（
24
）W

olfgang D
. F

rit
z (Bearb.), M

GH
 Const., T

. 11, 7. Lieferung, W
eim

ar 1988, D
ie Goldene Bulle vom

 10. Januar und 
25. D

ezem
ber 1356, S. 584 ff., Cap. 7, A

rt. 1, „... com
item

 palatinum
 Reni, ... in electione regis Rom

anorum
 in cesarem

 
prom

ovendi ... ius, vocem
 et locum

 habere et una cum
 ipsis censeri et esse veros et legitim

os sacri im
perii principes 

electores.“; M
. S

ch
a

a
b-R. L

en
z, a. a. O

.（
注
５
）, N

r. 66, Cap. 7, A
rt. 1. 

後
に
帝
国
の
基
本
法
の
一
つ
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い

く
金
印
勅
書
の
内
容
と
伝
承
状
況
に
つ
い
て
は
、
横
川
大
輔
「
一
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
「
金
印
勅
書
」（
一
三
五
六
年
）
の
認
識
─
─
カ
ー
ル

四
世
の
治
世
（
一
三
七
八
年
ま
で
）
を
中
心
に
─
─
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
三
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一－

五
六
頁
も
参
照
。

（
25
）W

. D
. F

rit
z, a. a. O

.（
注
24
）, S. 582, Cap. 5, A

rt. 1, “

… illustris com
es palatinus Reni sacri im

perii archidapifer 

…”. 

国
王
選

定
者
と
し
て
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
が
ト
ゥ
ル
ッ
フ
ゼ
スdruzte

で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
一
三
世
紀
前
半
の
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
に
登
場
し

て
い
た
。Sachsenspiegel Landrecht III 57. 2. K

arl A
ugust E

ck
h

a
rd

t (H
g.), Sachsenspiegel Landrecht, 3. A

ufl., (M
onum

enta 
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Germ
aniae H

istorica. Fontes iuris Germ
anici antiqui, N

ova series, T
om

i I, Pars I), Göttingen 1973, S. 243. 

久
保
正
幡
・
石
川
武
・

直
居
淳
訳
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
』（
一
九
七
七
年　

創
文
社
）
三
〇
四
頁
。

（
26
）Ch. Frhr. v. B

ra
n

d
en

st
ein, a. a. O

.（
注
14
）, S. 38 f.

（
27
）Sachsenspiegel Landrecht III 52. 3. K

. A
. E

ck
h

a
rd

t (H
g.), a. a. O

.（
注
25
）, S. 237 f. 

久
保
正
幡
他
、前
掲
書
（
注
25
）、二
九
七
頁
。

（
28
）W

. D
. F

rit
z, a. a. O

.（
注
24
）, S. 582 ff., Cap. 5, A

rt. 2, „Et quam
vis im

perator sive rex Rom
anorum

 super causis, pro 
quibus im

petitus fuerit, habeat, sicut ex consuetudine introductum
 dicitur, coram

 com
ite palatino Reni Sacri Im

perii 
archidapifero electore principe respondere, illud tam

en iudicium
 com

es ipse palatinus non alibi preterquam
 in im

periali 
curia, ubi im

perator seu Rom
anorum

 rex presens extiterit, poterit exercere.“

（
29
）Jakob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 3, H

annover und Leipzig 1904-1906, N
r. 72, A

rt. 1.

（
30
）H

erm
anni A

lthahensis continuatio tertia, in: M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. Scriptorum
, T

om
us 24, H

annover 1879 
(N

D
 Stuttgart/N

ew
 Y

ork 1964), S. 53-57, S. 56 f.

（
31
）W

olfgang H
erm

k
es, D

as Reichsvikariat in D
eutschland. Reichsvikare nach dem

 T
ode des K

aisers von der Goldenen 
Bulle bis zum

 Ende des Reiches, (Studien und Q
uellen zur Geschichte des deutschen V

erfassungsrechts, Reihe A
: 

Studien, Bd. 2), K
arlsruhe 1968.

（
32
）
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
帝
国
代
理
職
の
起
源
に
つ
い
て
は
、W

. H
erm

k
es, a. a. O

.（
注
31
）, S. 6 ff.

（
33
）Ludw

ig W
eila

n
d (H

g.), M
GH

 Const., T
. 2, H

annover 1896 (N
D

 H
annover 1963), N

r. 464, (1267. 5. 28). 

（
34
）K

arl A
ugust E

ck
h

a
rd

t (Bearb.), Studia iuris Suevici I. U
rschw

abenspiegel, (Bibliotheca rerum
 historicarum

, Studia 4, 
Ius Suevicum

 I), A
alen 1975, S. 611, Lehnrecht 147 a, b.

（
35
）J. S

ch
w

a
lm (H

g.), a. a. O
.（

注
29
）, N

r. 121.

（
36
）Jakob S

ch
w

a
lm (H

g.), M
GH

 Const., T
. 5, H

annover-Leipzig, 1909-13, N
r. 909, A

rt. 25. 

（
37
）W

. D
. F

r
it

z, a. a. O
.（

注
24
）, S. 582 ff., Cap. 5, A

rt. 1, „Q
uotiens insuper, ut prem

ittitur, Sacrum
 vacare continget 

Im
perium

, illustris com
es palatinus Reni Sacri Im

perii archidapifer ad m
anus futuri regis Rom

anorum
 in partibus Reni et 

Svevie et in iure Franconico ratione principatus seu com
itatus Palatini privilegio esse debet provisor ipsius Im

perii cum
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potestate iudicia exercendi, ad beneficia ecclesiastica presentandi, recolligendi redditus et proventus et investiendi de 
feudis, iuram

enta fidelitatis vice et nom
ine Sacri Im

perii recipiendi, 

…“. 

ザ
ク
セ
ン
法
圏
に
つ
い
て
の
帝
国
代
理
は
ザ
ク
セ
ン
公
の

職
務
と
さ
れ
た
。

（
38
）W

. H
erm

k
es, a. a. O

.（
注
31
）, S. 27 ff. 

な
お
、
一
五
世
紀
の
間
、
ザ
ク
セ
ン
公
が
帝
国
代
理
と
し
て
の
権
利
を
実
際
に
行
使
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

（
39
）Ch. Frhr. v. B

ra
n

d
en

st
ein, a. a. O

.（
注
14
）, S. 39 ff.

（
40
）
本
文
で
あ
げ
た
地
位
と
権
利
か
ら
派
生
し
た
、二
次
的
な
そ
れ
と
し
て
、ド
イ
ツ
騎
士
団
に
対
す
る
保
護
権
能
、公
会
議
に
お
け
る
国
王
代
理
、

世
俗
諸
侯
中
の
最
高
位
な
ど
が
数
え
ら
れ
う
る
。P. M
o

ra
w, D

ie kurfürstliche Politik

（
注
22
）, S. 83.

（
41
）
ラ
イ
ン
の
選
挙
侯
た
ち
の
ラ
イ
ヒ
政
治
へ
の
積
極
的
な
関
与
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
、A

lois G
erlich, Rheinische K

urfürsten und 
deutsches K

önigtum
 im

 Interregnum
, in: Geschichtliche Landeskunde 3, 2(1967), S. 271-344

（D
ers., T

erritorium

（
注
10
）, S. 

271-344 

に
も
収
録
）; D

ers., Rheinische K
urfürsten im

 Gefüge der Reichspolitik des 14. Jahrhunderts, in: H
ans P

a
t

ze (H
g.), a. 

a. O
.（

注
11
）, S. 149-169

（D
ers., T

erritorium

（
注
10
）, S. 345-364 

に
も
収
録
）.

（
42
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
王
領
の
質
入
れ
全
般
に
つ
い
て
は
、Götz L

a
n

d
w

eh
r, D

ie V
erpfändung der deutschen Reichsstädte 

im
 M

ittelalter, (Forschungen zur deutschen Rechtsgeschichte, Bd. 5), K
öln/Graz 1967; D

e
r

s., D
ie rechtshistorische 

Einordnung der Reichspfandschaften, in: H
ans P

a
t

ze (H
g.), D

er deutsche T
erritorialstaat im

 14. Jahrhundert, Bd. 1, 
(V

orträge und Forschungen, Bd. 13), Sigm
aringen 1970, S. 97-116. 

質
入
れ
な
ど
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
配
権
の
商
業
化
に

つ
い
て
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
.（

注
２
）, S. 19 ff. 

我
が
国
に
お
け
る
研
究
と
し
て
、
宮
坂
康
寿
、
前
掲
（
注
８
）。

（
43
）P. M

o
ra

w, D
ie kurfürstliche Politik

（
注
22
）, S. 83.

（
44
）G

ötz L
a

n
d

w
e

h
r, D

ie B
edeutung der R

eichs- und T
erritorialpfandschaften für den A

ufbau des kurpfälzischen 
T

erritorium
s, in: M

HV


P 66 (1968), S. 155-196; D
ers., V

erpfändung

（
注
42
）, S. 47 ff.; M

. S
ch

a
a

b, Festigung

（
注
11
）, S. 181 ff; 

D
ers., Geschichte

（
注
11
）, S. 104-109; V

olker R
ö

d
el, D

ie Reichspfandschaften der Pfalzgrafen, in: D
ers.,(Red.), a. a. O

.（
注
11
）, S. 

85-96. 

な
お
、
宮
中
伯
は
、
王
権
以
外
に
他
の
貴
族
等
か
ら
も
質
入
れ
を
受
け
て
領
邦
を
拡
大
し
た
。
一
方
、
宮
中
伯
が
支
配
権
を
周
囲
の
諸
侯
・

貴
族
等
に
質
入
れ
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
流
通
税
か
ら
の
収
入
な
ど
に
よ
り
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
財
政
は
比
較
的
良
好
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で
あ
っ
た
た
め
、
宮
中
伯
の
支
配
建
設
が
質
入
れ
に
よ
っ
て
大
き
く
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。G. L

a
n

d
w

eh
r, Bedeutung, S. 165 ff., 

180 ff.; M
. S

ch
a

a
b, Geschichte

（
注
11
）, S. 107 ff.

（
45
）M

GH
 Const., 6

（
注
23
）, N

r. 675; M
. S

ch
a

a
b-R. L

en
z, a. a. O

.（
注
５
）, N

r. 49; RPR, 1, N
r. 2074. 

ま
たM

GH
 Const., 6, N

r. 638-
641 ; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
., N

r. 52 

も
参
照
。

（
46
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 72. Ebenda, N
r. 73, 74

も
参
照
。
こ
の
と
き
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ンK

aiserslautern

も
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。

（
47
）RPR, 1, N

r. 3579.

（
48
）RPR, 2, N

r. 5938, 6028.

（
49
）W

ilhelm
 A

lt
m

a
n

n, Regesta Im
perii X

I. D
ie U

rkunden K
aiser Sigm

unds (1410-1437), Innsbruck 1896, N
r. 718. 

ま
た
、N

r. 
804, 819 

も
参
照
。

（
50
）V

. R
ö

d
el, a. a. O

.（
注
44
）, S. 93 f.

（
51
）G. L

a
n

d
w

eh
r, Bedeutung

（
注
44
）, S. 175 ff.; D

ers., V
erpfändung

（
注
42
）, S. 315 ff.

（
52
）
な
お
、
宮
中
伯
か
ら
王
位
に
就
い
た
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
上
述
の
よ
う
に
自
分
の
息
子
の
た
め
に
質
入
れ
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
王

領
を
犠
牲
に
し
て
自
家
を
富
ま
せ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
国
王
が
自
家
の
所
領
・
財
産
を
帝
国
政
策
の
た
め
に
投
入
し
た
こ
と
へ
の
、
補

償
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
うV

. R
ö

d
el, a. a. O

.（
注
44
）, S. 95.

（
53
）V

. R
ö

d
el, a. a. O

.（
注
44
）, S. 89.

（
54
）G. L

a
n

d
w

eh
r, Bedeutung

（
注
44
）, S. 179; D

ers., V
erpfändung

（
注
42
）, S. 337.

（
55
）
こ
の
よ
う
な
観
点
を
特
に
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
は
ペ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ラ
フ
で
あ
る
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
史
と
の
関
係
で
は
、P. M

o
ra

w, 
D

ie kurfürstliche Politik

（
注
22
）, S. 76 f. 

を
参
照
。
君
主
家
門D

ynastie

に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、K

arl-
H

einz S
pie

ss, F
am

ilie und V
erw

andtschaft im
 deutschen H

ochadel des Spätm
ittelalters. 13. bis A

nfang des 16. 
Jahrhunderts, (V

ierteljahrschrift für Sozial- und W
irtschaftsgeschichte, Beiheft 111), Stuttgart 1993; Cordula N

o
lt

e 
u. a. (H

g.), Principes. D
ynastien und H

öfe im
 späten M

ittelalter, (Residenzenforschung, Bd. 14), Stuttgart 2002; Jörg 
R

o
g

g
e, H

errschaftsw
eitergab, K

onfliktregelung und Fam
ilienorganisation im

 fürstlichen H
ochadel. D

as Beispiel der 
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W
ettiner von der M

itte des 13. bis zum
 Beginn des 16. Jahrhunderts, (M

onographien zur Geschichte des M
ittelalters, 

B
d. 49), Stuttgart 2002; C

ordula N
o

lt
e, F

am
ilie, H

of und H
errschaft. D

as verw
andtschaftliche B

eziehungs- und 
K

om
m

unikationsnetz der Reichsfürsten am
 Beispiel der M

arkgrafen von Brandenburg-A
nsbach (1440-1530), (M

ittelalter-
Forschungen, Bd. 11), O

stfildern 2005. 

こ
の
文
脈
で
、
ま
た
、Jörg R

o
gge (H

g.), Fürstin und Fürst. Fam
ilienbeziehungen und 

H
andlungsm

öglichkeiten von hochadeligen Frauen im
 M

ittelalter, (M
ittelalter-Forschungen, Bd. 15), O

stfildern 2004 

も
参

照
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
侯
家
門
お
よ
び
関
係
す
る
外
国
家
門
の
概
観
と
し
て
、W

. P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe

（
注
３
）, T

eilbd. 1, S. 17-
234. 

諸
侯
身
分
に
属
さ
な
い
グ
ラ
ー
フ
・
ヘ
ル
の
家
門
に
つ
い
て
は
、W

. P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe ... Grafen und H

erren. 2 T
eilbde

（
注

３
）.

（
56
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
分
割
相
続
と
所
領
分
割
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
.（

注
２
）, S. 19 ff.

（
57
）A

lois G
erlich, Seelenheil und T

erritorium
. T

estam
entsrecht von Fürsten und Grafen im

 Spätm
ittelalter, in: A

ndreas K
ra

u
s 

(H
g.), Land und Reich, Stam

m
 und N

ation. Problem
e und Perspektiven bayerischer Geschichte. Festgabe für M

ax S
pin

d
ler 

zum
 90. Geburtstag, Bd. 1: Forschungsberichte, A

ntike und M
ittelalter, (Schriftenreihe zur bayerischen Landesgeschichte, Bd. 

78), M
ünchen 1984, S. 395-411

（D
ers., T

erritorium

（
注
10
）, S. 476-494 

に
も
収
録
）; K

arl-H
einz S

piess, Erbteilung, dynastische 
Räson und transpersonale H

errschaftsvorstellung. D
ie Pfalzgrafen bei Rhein und die Pfalz im

 späten M
ittelalter, in: 

Franz S
t

a
a

b (H
g.), a. a. O

.（
注
４
）, S. 159-181;  H

einz-D
ieter H

eim
a

n
n, H

ausordnung und Staatsordnung. Innerdynastische 
K

onflikte als W
irkungsfaktoren der H

errschaftsverfestigung bei den w
ittelsbachischen R

heinpfalzgrafen und den 
H

erzögen von Bayern. Ein Beitrag zum
 N

orm
w

andel in der K
rise des Spätm

ittelalters, (Q
uellen und Forschungen aus 

dem
 Gebiet der Geschichte, N

eue Folge, H
. 16), Paderborn u. a. 1993. 

ま
た
、Franz F

u
ch

s, D
as »H

aus Bayern« im
 15. 

Jahrhundert. Form
en und Strategien einer dynastischen »Integration«, in: W

erner M
a

leczek (H
g.), Fragen der politischen 

Integration im
 m

ittelalterlichen Europa, (V
orträge und Forschungen, Bd. 63), O

stfildern 2005, S. 303-324 

も
参
照
。

（
58
）K
.-H

. S
piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 160 ff.; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 25 ff. 

分
割
証
書
自
体
は
、
一
六
世
紀
以
来
失
わ
れ
て

残
っ
て
い
な
い
。

（
59
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 162 ff.; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 41 ff.
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（
60
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 50 ff. 

主
要
協
定
の
古
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、F. M

. W
it

t
m

a
n

n, a. a. O
.（

注
５
）, 2, N

r. 233. 

よ
り

新
し
い
刊
本
と
し
て
、H

. R
a

ll, H
ausverträge

（
注
５
）, S. 120 ff. 

付
属
協
定
の
テ
ク
ス
ト
は
、H

. R
a

ll, ebenda, S. 156 ff.
（
61
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 58 ff.; F. M

. W
it

t
m

a
n

n, a. a. O
.（
注
５
）, 2, N

r. 248.

（
62
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 61 ff. 

一
三
一
五
年
に
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
と
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
い
っ
た
ん
和
解
す
る
が
、
ま
た
対

立
が
再
燃
し
、
一
三
一
七
年
に
は
ル
ー
ド
ル
フ
が
統
治
権
を
放
棄
し
た
。F. M

. W
it

t
m

a
n

n, a. a. O
.（

注
５
）, 2, N

r. 253, 255, 256, 257.

（
63
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 70 ff.

（
64
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 93 ff.; H

. R
a

ll, H
ausverträge

（
注
５
）, S. 42 ff. 

テ
ク
ス
ト
は
、F. M

. W
it

t
m

a
n

n, a. a. O
.（

注
５
）, 

2, N
r. 277; M

GH
 Const., 6

（
注
23
）, N

r. 628; H
. R

a
ll, ebenda, S. 81 ff. 

テ
ク
ス
ト
の
伝
承
等
に
つ
い
て
は
、H

. R
a

ll, ebenda, S. 64 ff. 

直
前
の
一
三
二
八
年
四
月
に
皇
帝
と
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
ら
と
の
間
で
は
同
盟
が
結
ば
れ
た
。F. M

. W
it

t
m

a
n

n, a. a. O
.（

注
５
）, 2, N

r. 271.

（
65
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung
（
注
57
）, S. 164 f.; H

.-D
.H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 129 ff.

（
66
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 183 ff.

（
67
）F. D

. F
rit

z (H
g.), a. a. O

.（
注
24
）, S. 584 ff., Cap. 7, A

rt. 1, „... postquam
 iidem

 principes electores seculares et eorum
 

quilibet esse desierit, ius, vox et potestas electionis huiusm
odi ad filium

 suum
 prim

ogenitum
 legitim

um
 laicum

, ... 
devolvatur.“ K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 165 f.

（
68
）Ebenda, S. 610 f., Cap. 20, “

… unum
quem

que principatuum
 predictorum

 cum
 iure et voce electionis ac offi

cio ceterisque 
om

nibus dignitatibus, iuribus et pertinentiis ad ipsum
 spectantibus ita perseverare et esse debere unitum

 perpetuis 
tem

poribus indisibiliter et coniunctum
, 

…”.

（
69
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 65; RPR, 1, N
r. 2900.

（
70
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 166; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 193 ff. 

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
が
出
し
た
証
書
が
伝
わ
る
。M. 

S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 68.

（
71
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 68, A
rt. 1, „... so hat er uns und unsers leibeslehenserben zu o sinen erben gem

acht 
aller siner land und lude, lehen und ey egen, m

it su olichem
 underscheide, daz unser elste su on nach unserm

 tode, der su om
ig 

und sinez leibez verm
o egig ist, sol alleyn sein herreschaft besitzen, die er lesset an der Pfalntze und zu o Beyrn.“
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（
72
）Ebenda, A

rt. 2, „... und sol ouch dez vorgenananten unsers liben vetern herschaft, land und lute, m
an und bu orgm

an, 
bu orger und am

ptlu ode ny em
and anders gehorsam

 sey en danne allw
egen dem

 eltsten sun von dez vater stam
e, ...“

（
73
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 166; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 229 ff.; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 70.

（
74
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 1, „ ... ew

iclichen by der Pfaltz verliben sollen, und w
ir noch dheyne pfaltzgrave nach 

uns ensollen der obg[enant] vesten, stede oder dele num
m

er keyne von der Pfalcz verkauffen, verpfenden, versetzen, 
verw

echseln, enw
eg geben oder vor unser selenheil versetzen, noch in dheynen andern w

eg von der Pfaltz w
eder m

it 
w

iedem
, m

orgengaben, m
it zugelde, m

it dochtern oder m
it w

iben oder m
it dheinen andern sachen nu e oder hernach von 

derselben Pfaltz em
pfrem

den, noch schaffen, gestaden oder verhengen, daz sie sam
entlichen oder ire eynige besunder 

von der Pfaltz em
pfrem

det w
erde, sunder ew

iclichen unverrucket sollen sie verliben by der Pfaltze und an eym
e 

pfaltzgraven.“

（
75
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 2, „U

nd daz daz alles also ew
iclichen stede und veste gehalden w

erde und unverrucket 
blibe, so w

ollen w
ir, daz unser burgraven, am

ptlude, unsere lude und gem
eynde, arm

 und riche der obg [enant] unsere 
vesten, burge, stede und dele, die nu sint oder hernach w

erden, disen brief allezit, so dicke deß not tud, sw
eren zu den 

heiligen, veste und stete zu halten, und daz sie keym
e pfaltzgraven hulden oder sw

eren, er spreche, glob und geheiße yn 
dann, ee sie ym

e hulden oder sw
eren, daz er yn daz stede halde und verbriefe, daz in disem

 brief stet geschriben, und 
daz sal geschehen ew

iclichen, so dicke deß not geschiet.“

（
76
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 176.

（
77
）
こ
れ
に
つ
い
て
も
、H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 229 ff.

（
78
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 167 ff.; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 248 ff.; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 93; 
RPR, 1, N

r. 5611.

（
79
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 1, „..., daz furbas allezyt von unsern erben, daz sone sin, ein eyniger herre unsers 

kurfurstendum
s an der Pfalncze und auch unsers kurfurstendum

s und landes in Beyern sam
entlichen sin sol, der dann 

der eldest son ist und in verm
ogen sins libs und guten sinnen ist, ...“.
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（
80
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 2, „... ein einiger herre von unsern erben, daz sone sin, unsir obgen [ant] beider lande 

sin sol und m
anlehin und andere lehin, w

erntlich und geistlich, lihen sol, die zum
 kurfurstendum

e der Pfalncz und auch 
zum

 furstendum
e unsers landes zu Beyern gehorent, ...“. 

こ
う
し
た
規
定
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
レ
ー
ン
関
係
で
は
異
例
で
あ

り
、
一
三
九
三
年
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
三
世
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
カ
ー
ル
一
世
を
経
由
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
影
響
が
想

定
さ
れ
る
。K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 170.

（
81
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 3.

（
82
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 4-7. 

こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
第
三
子
以
降
の
子
ど
も
が
聖
界
入
り
す
る
可
能
性
が
予
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
五
世
紀
中
頃
ま
で
諸
侯
家
門
で
は
子
ど
も
を
聖
職
者
に
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
五
世
紀
後
半
以
降
の

展
開
を
先
取
り
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 170 f. 

な
お
、
年
金
額
が
次
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
つ
い
て

し
か
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
取
り
決
め
の
問
題
点
で
あ
っ
た
。K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 172.

（
83
）M

. S
ch

a
a

b-R.Lenz, ebenda, A
rt. 14.

（
84
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 9.

（
85
）M

. S
c

h
a

a
b-R. L

e
n

z, ebenda, A
rt. 10, „... nach ansprach und entw

urte von beden syten richtent gutlich m
it beder 

parthien w
ißen und w

illen, ob sie m
ogen oder m

it eym
e fruntlichem

 rechten off ir eyde, als sich daz heischt, daz 
sollen sie von beiden syten veste und stete halten m

it gesw
oren eiden, daby zu bliben ane alle geverde, w

iderrede und 
hindernisse.“

（
86
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 12, „Item

 w
ir seczen auch, daz der jungern bruder keiner odir ir erben eynichen krig 

anheben oder ym
ans helffen w

erden odir krigen sollen, davon versehenlich w
ere, verderplich schade unsir herschafft 

darobe zu kom
en, ane unsers elsten sons oder siner erben, der unsir herschafft besiczet, w

illen und verhencknisse, es 
w

ere dann, daz dieselben jungern brudere oder ir erben von ym
an angriffen oder verunrecht w

urden; so sie daz selbir 
anginge, so m

ogent sie sich des w
eren. So sal auch der eldest unsir son oder sin erben, der unsir herschafft besiczt, von 

sym
e eigenen w

illen und unfursichtikeit keinen krig anheben oder tun gen eynichem
, der großer oder ym

e glicher w
ere, 

oder sust, der große m
acht hete, er tu ez dann oder sin erben m

it gutem
 w

olbedachtem
 rat, verhengnisse, und w

illen 
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siner m
iterben und der dryzehen unserer reten, graven, herren, rittern und knehten oder des m

erernteils undir yn 
hernachgeschr [iben] nach der ordenunge als hernachgeschr [iben] stet.“

（
87
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 13.

（
88
）F. D

. F
rit

z (H
g.), a. a. O

.（
注
24
）, S. 584 ff., Cap. 7, A

rt. 1. 

な
お
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
古
川
誠
之
「
年
少
者
は
一
八
歳
を
も
っ

て
選
帝
侯
と
み
な
さ
れ
る
─
金
印
勅
書
七
条
一
項
に
お
け
る
相
続
年
齢
の
意
味
─
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
分
冊
五
一

輯
（
二
〇
〇
五
年
）
四
九－

五
六
頁
も
参
照
。

（
89
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 17.

（
90
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 21-23.

（
91
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 24-25.

（
92
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 18-19.

（
93
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, ebenda, A
rt. 20, „W

ann w
ir auch kontlichen w

ol m
ercken, daz dem

 lande und luden gem
einlich 

großer schade und irrunge offerstanden ist und teglichen m
ercklichen offerstet um

b daz keisers recht und beschriben 
recht in disen landen als gar vergangen ist, darum

b, got zu lobe und unsern landen und luten und rittern und knechten 
in unserm

 lande an dem
 Rin zu friden, seczen w

ir zu rechtem
 selegerede fur uns und unsere erben, daz w

ir und 
unsere erben bestellen sollen und w

ollen nach rate der dryzehen unsir rete vorgen [ant] oder des m
erernteils, daz die 

beschriben recht unsern obgen [ant] landen am
 Rin w

ider sollen beschriben geben w
erden in buchern, daz sich unsere 

stete und dorffere darnach gerichten m
ogen und recht darnach sprechen sollen und daz sich unsere rittere und knechte 

darnach gerichten m
ogen, doch yglichem

 lande nach siner geleginheit und guter gew
onheit daz zu beßern, und w

o w
ir 

selbir daz nit teten odir schaffen, so sollent ez doch unser erben zu stunt dun m
it rate der dryzehen oder dez m

erenteils, 
daz ez unverzogenlich geschee.“ 

な
お
、
こ
の
規
定
が
、
ロ
ー
マ
法
に
対
抗
し
て
独
自
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
法
を
記
録
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、H

erm
ann K

ra
u

se, K
aiserrecht und Rezeption, (A

bhandlungen der H
eidelberger A

kadem
ie 

der W
issenschaften, Philosophisch-historische K

lasse, Jahrgang 1952, 1. A
bhandlung), H

eidelberg 1952, S. 84 f. 

を
見
よ
。

（
94
）M

. S
ch

a
a

b- R. L
en

z, ebenda, A
rt. 26- 30.
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（
95
）
伝
存
す
る
証
書
に
は
、
宮
中
伯
た
ち
の
印
章
と
何
人
か
の
顧
問
の
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
発
効
し
な
か
っ
た
原
因
に
関
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
定
説
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。A

. G
erlich, Seelenheil（
注
57
）, S. 404 f., A

nm
. 36; K

.-H
. S

piess, 
Erbteilung

（
注
57
）, S. 172 ff.; H

. -D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 267 f.

（
96
）H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 269 ff.

（
97
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 175 ff.; H

.-D
. H

eim
a

n
n, a. a. O

.（
注
57
）, S. 277 ff.; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 
109; H

. R
a

ll, H
ausverträge

（
注
５
）, S. 219 ff.

（
98
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 176 f. 

の
解
釈
で
あ
る
。

（
99
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 177 f.

（
100
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung
（
注
57
）, S. 178.

（
101
）F. D

. F
rit

z, (H
g.), a. a. O

.（
注
24
）, S. 584 ff., Cap. 7, A

rt. 1.

（
102
）M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N
r. 113-116.

（
103
）
二
人
の
関
係
と
そ
の
子
ら
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、V

olker R
ö

d
el, Pfalzgraf Friedrich der Siegreiche und K

lara T
ott. Eine 

nicht ebenbürtige Ehe m
it N

achw
irkungen, in: ZGO

 152 (2004), S. 97-144. 

ま
た
、Ellen W

idd


er, K
onkubinen und Bastarde. 

Günstlinge oder A
ußenseiter an H

öfen des Spätm
ittelalters? in : Jan H

irsch
biegel und W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), D
er Fall 

des Günstlings. H
ofparteien in Europa vom

 13. bis zum
 17. Jahrhundert, (Residenzenforschung, Bd.17), O

stfildern 2004, S. 
417-480, S. 452 ff. 

二
人
の
子
の
う
ち
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
近
世
の
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンLöw

enstein

伯
家
の
祖
と
な
っ
た
。H

erm
ann 

E
h

m
er, Löw

enstein-W
ertheim

, in: M
. S

ch
a

a
b u. H

. S
ch

w
a

rzm
a

ier (H
g.), a. a. O

.（
注
11
）, S. 389-394, S. 392. 

よ
り
広
く
、
中
世
後

期
・
近
世
の
君
主
の
婚
外
関
係
に
つ
い
て
は
、Paul -Joachim

 H
ein

ig, »O
m

nia vincit am
or« -D

as fürstliche K
onkubinat im

 15./16. 
Jahrhundert, in: C. N

o
lt

e u. a. (H
g.), a. a. O

.（
注
55
）, S. 277-314.

（
104
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 178 f.; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 134.

（
105
）
死
の
前
、
一
四
七
六
年
一
月
に
、
先
の
一
四
七
二
年
の
約
束
は
修
正
さ
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
子
孫
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
所
領
は

か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
た
。M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 137.

（
106
）V

. R
ö

d
el, K

lara

（
注
103
）, S. 112 f.; M

. S
ch

a
a

b-R. L
en

z, a. a. O
.（

注
５
）, N

r. 138. 
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（
107
）K

.-H
. S

piess, Erbteilung

（
注
57
）, S. 171. 

宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
弟
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
ケ
ル
ン
大
司
教
、

宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
子
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
、
ゲ
オ
ル
ク
は
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ヴ
ォ

ル
ム
ス
・
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
司
教
、
ヨ
ハ
ン
は
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
司
教
と
な
っ
た
。
本
稿
七
六
頁
の
系
図
を
参
照
。

（
108
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
諸
侯
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
は
、
具
体
例
の
図
示
と
と
も
に
、K

arl-H
einz SPIESS, Fürsten und H

öfe im
 

M
ittelalter, D

arm
stadt 2008, S. 50 ff.

（
109
）
以
下
に
述
べ
る
プ
フ
ァ
ル
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
は
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte

（
注
11
）, S. 223-225 

お
よ

び
本
稿
七
六
頁
の
系
図
を
参
照
。

（
110
）
こ
の
縁
組
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、W

alther H
o

lt
zm

a
n

n, D
ie englische H

eirat Pfalzgraf Ludw
igs III., in: ZGO

 82 (1930), S. 
1-38.

（
111
）
こ
の
結
婚
の
成
立
過
程
と
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、Ernest C

o
rn

a
z, Le m

ariage palatin de M
arguerite de Savoie (1445-1449), 

(M
ém

oires et docum
ents publiés par la société d’histoire de la suisse rom

ande, seconde série, t. 15), Lausanne u. a. 1932.

（
112
）
君
主
の
死
、
埋
葬
、
墓
所
に
関
し
て
は
、
最
近
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、M

ichael V
iktor 

S
c

h
w

a
r

z (H
g.), G

rabm
äler der Luxem

burger. Im
age und M

em
oria eines K

aiserhauses, (Publications de CLU


D
E

M
, 

13), Luxem
burg 1997; Lothar K

o
lm

er (H
g.), D

er T
od des M

ächtigen. K
ult und K

ultur des T
odes spätm

ittelaterlicher 
H

errscher, Paderborn u.a. 1997; W
ilhelm

 M
a

ier u. a. (H
g.), Grabm

äler. T
endenzen der Forschung an Beispielen aus 

M
ittelalter und früher N

euzeit, Berlin 2000; Rudolf J. M
ey

er, K
önigs- und K

aiserbegräbnisse im
 Spätm

ittelalter. V
on 

Rudolf von H
absburg bis zu Friedrich III., (Forschungen zur K

aiser- und Papstgeschichte des M
ittelalters, Beihefte zu J. F. 

Böhm
er, Regesta Im

perii, Bd. 19), K
öln u. a. 2000; Carola F

ey, D
ie Begräbnisse der Grafen von Sponheim

. U
ntersuchungen 

zur Sepulkralkultur des m
ittelalterlichen A

dels, (Q
uellen und A

bhandlungen zur m
ittelrheinischen K

irchengeschichte, 
Bd. 107), M

ainz 2003; M
artin K

in
t

zin
ger und Jörg R

o
gge (H

g.), K
önigliche Gew

alt - Gew
alt gegen K

önige. M
acht und 

M
ord im

 spätm
ittelalterlichen Europa, (ZHF

 Beiheft 33), Berlin 2004; H
elga C

zern
y, D

er T
od der bayerischen H

erzöge 
im

 Spätm
ittelalter und in der frühen N

euzeit 1347-1579. V
orbereitungen-Sterben-T

rauerfeierlichkeiten-G
rablegen-

M
em

oria, (Schriftenreihe zur bayerischen Landesgeschichte, Bd. 146), M
ünchen 2005; M

ichel M
a

rgu
e (éd.), Sépulture, 
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m
ort et représentation du pouvoir au m

oyen âge/ T
od, Grabm

al und H
errschaftsrepräsentation im

 M
ittelalter. A

ctes des 
11es journées Lotharingiennes, 26-29 septem

bre 2000, Centre U
niversitaire de Luxem

bourg, (Publications du CLU
D

EM
, 

t.18), Luxem
bourg 2006; Cornell B

a
b

e
n

d
e

r
e

r
d

e, Sterben, T
od, Begräbnis und liturgisches Gedächtnis bei w

eltlichen 
Reichsfürsten des Spätm

ittelalters, (Residenzenforschung, Bd. 19), O
stfildern 2006. 

よ
り
一
般
読
者
向
け
の
も
の
と
し
て
、O

laf 
B. R

a
d

er, Grab und H
errschaft. Politischer T

otenkult von A
lexander dem

 Grossen bis Lenin, M
ünchen 2003. 

こ
の
盛
況
の

背
後
に
は
、
い
わ
ゆ
る
メ
モ
リ
ア
研
究
と
寄
進Stiftung

研
究
か
ら
の
刺
激
が
あ
る
。

（
113
）Ellen W

idd


er, K
irche, D

ynastie und Landesherrschaft. D
ie K

urpfalz im
 Spätm

ittelalter, in: V
. R

ö
d

el (Red.), a. a. O
.（

注

11
）, S. 75-84; A

nneliese S
eeliger-Z

eiss, D
ie Pfalzgrafschaft als K

unstlandschaft der Spätgotik, in: V
. R

ö
d

el (Red.), a. a. O
., S. 

127-153, S. 131-145; Carola F
ey, V

om
 K

loster zur Residenz. N
eue Begräbnisorte und individualisierte Frauenbestattungen 

bei den Pfalzgrafen bei Rhein und den Grafen von Sponheim
 im

 Spätm
ittelalter, in: N

athalie K
r

u
ppa (H

g.), A
dlige-

Stifter-M
önche. Zum

 V
erhältnis zw

ischen K
löstern und m

ittelalterlichen A
del, (V

eröffentlichungen des M
ax-Planck-

Instituts für Geschichte, Bd. 227, Studien zur Germ
ania Sacra, Bd. 30), Göttingen 2007, S. 261-290; T

horsten H
u

t
h

w
elk

er, 
T

od und Grablege der Pfalzgrafen bei Rhein im
 Spätm

ittelalter (1327-1508), (H
eidelberger V

eröffentlichungen zur 
Landesgeschichte und Landeskunde, Bd. 14), H

eidelberg 2009. 

（
114
）
全
般
的
に
、T

h. H
u

t
h

w
elk

er, a. a. O
.（

注
113
）, S. 222 ff.

（
115
）
シ
ェ
ー
ナ
ウ
修
道
院
の
歴
史
、
特
に
そ
の
所
領
史
に
つ
い
て
は
、M

einrad S
ch

a
a

b, D
ie Zisterzienserabtei Schönau im

 O
denw

ald, 
(H

eidelberger V
eröffentlichungen zur Landesgeschichte und Landeskunde, 8), H

eidelberg 1963. 

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家

の
宮
中
伯
が
同
修
道
院
を
保
護
下
に
置
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 28 ff. 

既
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
以
前
の
宮
中
伯
た
ち
が

同
修
道
院
に
対
す
る
保
護
支
配
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
ら
の
領
邦
支
配
建
設
の
重
要
な
足
が
か
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、D
ers., D

ie Entstehung des pfalzgräflichen T
erritorium

s am
 unteren N

eckar und die A
nfänge der Stadt H

eidelberg, 
in : ZGO

 106 (1958), S. 233-276, S. 247 ff. 

ま
た
、
同
修
道
院
と
一
三
世
紀
末
ま
で
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
宮
中
伯
と
の
関
係
、
特

に
宮
中
伯
に
よ
っ
て
修
道
院
の
た
め
に
な
さ
れ
た
多
く
の
特
権
付
与
と
寄
進
に
つ
い
て
は
、Gerhard S

ch
w

ert
l, D

ie Beziehungen der 
H

erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein zur K
irche (1180-1294), (M

iscellanea Bavarica M
onacensia, H

. 9), M
ünchen 
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1968, S. 427 ff.
（
116
）T

h. H
u

t
h

w
elk

er, a. a. O
.（

注
113
）, S. 37 ff., 224 ff.; E. W

idd


er, a. a. O
.（
注
113
）, S. 76 f. 

な
お
、
ア
ー
ド
ル
フ
ら
の
父
ル
ー
ド
ル
フ
一

世
の
墓
所
は
不
明
で
あ
る
。

（
117
）T

h. H
u

t
h

ew
elk

er, a. a. O
.（

注
113
）, S. 43 ff., 227. K

ollegiatstift

の
設
立
文
書
は
、M. S

ch
a

a
b-R. L

en
z, a. a. O

.（
注
５
）, N

r. 62. 

ま
た
、

Friedrich B
u

rk
h

a
rd

t u. a. (Bearb.), D
as Seelbuch des Liebfrauenstifts zu N

eustadt. T
ext, (Schriftenreihe der Bezirksgruppe 

N
eustadt im

 H
istorischen V

erein der Pfalz, 11/1), Speyer 1993, S. 460-469

に
も
ラ
テ
ン
語
原
文
と
現
代
ド
イ
ツ
語
訳
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
全
部
で
一
〇
のK

anonikat

が
設
定
さ
れ
、D

ekan

一
人
と
八
人
のPriester

が
任
命
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
（D

ekan

が
二
つ
の
聖
職
禄
を
保
有
す
る
）。
一
三
六
三
年
に
は
更
に
二
つ
のK

anonikat

が
追
加
さ
れ
た
。J.M

iet
h

k
e, a. a. O

.（
注
15
）, S. 32 ff. 

も

参
照
。
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
のStiftskirche

に
関
し
て
は
、A

ndreas P
eit

er, D
ie Stiftskirche U

nserer Lieben Frau und St. Ä
gidien 

in N
eustadt a. d. W

einstraße, (Studies in european culture, 4), W
eim

ar 2005 

お
よ
びPaul H

a
berm

eh
l (H

g.), Stift und Stadt. 
Beiträge zum

 Seelbuch des Liebfrauenstifts zu N
eustadt. Erläuterungen, (Schriftenreihe der Bezirksgruppe N

eustadt im
 

H
istorischen V

erein der Pfalz, 11/3), N
eustadt an der W

einstraße 2006, S. 251 ff. 

所
収
の
諸
論
文
を
参
照
。

（
118
）
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
一
三
七
一
年
の
遺
言
で
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
教
会
を
正
式
に
み
ず
か
ら
の
墓
所
と
定
め
た
。
そ
の
際
、
更
に
二

つ
のK

anonikat

が
増
設
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模
な
寄
進
が
行
わ
れ
た
。

（
119
）T

h. H
u

t
h

w
elk

er, a. a. O
.（

注
113
）, S. 50 ff.; E. W

idd


er, a. a. O
.（

注
113
）, S. 77 f.; A

. S
eeliger-Z

eiss, a. a. O
.（

注
113
）, S. 131 ff.

（
120
）C

arola F
e

y, D
ie R

eliquienstiftung K
urfürst R

uprechts I. von der Pfalz als Spiegel fürstlicher F
röm

m
igkeit und 

m
aterieller K

ultur im
 späten M

ittelalter, in: A
rchiv für m

ittelrheinische K
irchengeschichte 58 (2006), S. 131-147. 

一
三
七
九

年
の
寄
進
証
書
に
よ
れ
ば
、
聖
遺
物
を
持
ち
出
す
た
め
の
六
つ
の
鍵
は
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
教
会
のD

ekan

な
ど
の
役
職
者
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ

ト
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
市
長
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